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巻頭原色図版 1 

1 水城跡周辺(巾か b福岡千野))向を噌む)
2 水城跡fmill (束力ι勺小水域)j向を明む)



巻頭原色図版 2 

1 .第17次調査土la1存底部士層i析I白i(南か0:，)
2.第17次調査取水H抜き跡検出状態(南カ aら)



序

本書は太宰府市が1983年からこれまでに実施した水城跡の調査をまとめたものです。

太宰府の名前は古代に建設された大宰府に由来します。水城はその大宰府の構成要素の

重要な一部であり、水城跡は築造から 1300年のあいだ地域の人々により保存されてきまし

た。しかし近年の太宰府市の発展とともに水城跡周辺の宅地化が進み、本市では記録保存

のための調査に追われることになりました。そのなかで平成 2年におこなった第17次調査

にて水城の構造物で、ある木樋暗渠が発見されたことが契機となり、改めて遺跡の保存につ

いて論議されました。その結果、遺跡の保存地区の拡張を進めることになりましたO

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広く活用される

ことを願います。

本書の発刊に当たっては多くの方々のご理解とご協力をいただきました。特に国分、水

城、吉松各区の皆様、調査に参加された作業員の方々に感謝いたします。

平成 6年3月

太宰府市教育委員会

教育長 長 野 治 己



例百

l、本書は太宰府市教育委員会が1983年から 1993年まで行った特別史跡水城跡周辺の発掘調査

報告書である O

2、発掘調査は上記の主体により行われ、調査組織は l章 1の調査体制のなかでそれぞれ示し

ている o

3、水城跡、の調査次数は福岡県教育委員会が実施した調査に続けて付けており、今後も重複し

ないようにしていく O

4、遺構実測は主に調査担当者がおこなった。遺物の実測と浄書は、調査担当者と田中克子・

森田レイ子・鶴味加代子・古賀里恵子-秋吉由紀子-柴田剛・久保寿一郎・山本かおるがお

こなった。

5、遺構の写真撮影は調査担当者がおこない、空中写真撮影は(有)空中写真企画(代表 壇睦

夫)アジア航測(株)がおこなった。遺物の写真撮影はフォトハウスおか(代表 岡紀久夫)

カfおこなった。

6、遺構実測図および遺構配置図はすべて国土調査法第 2座標系を基準としている O よって図

中に示される方位は特に注記のない限り座標北 (G.N.) を指している D 磁北の場合は座標北

との偏差は西偏 6度30分 (1992年)である O

7、本書に掲載する遺構番号は、以下のように理解される O

水 17SX 010 

~!六ト\
水城跡、 17次(調査次数) 遺構種別 遺構番号

8、陶磁器は「大宰府条坊跡nJ(1983)を基礎とする分類による D

9、水城土塁博多側を外側、太宰府側を内側、また御笠J11から西を西堤、東を東堤と呼称、したO

10、執筆は目次に示したとおりであるo

11、本書の編集は山本信夫.LlJ村信条の協力のもと城戸康利がおこなった。

12、出土遺物および図面、写真等の記録類は太宰府市教育委員会が保管し、活用していく O

13、題字は教育長長野治己による。

14、第18次調査表土出土遺物(主に近世以降)については別稿を作成する予定である O
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I 序 説 (Fig.1----3、Pla.l. 2) 

1 はじめに

「水城jが初めて文献に登場するのは『日本書紀』天智 3年是歳条での築造記事であり、

水城跡、はその誕生から知られる遺構である O その規模は現在見ることができる土塁部分だけ

でも全長1.2km、高さ 13mにおよぶ巨大なものである O

水城跡は土塁が地表上にあることから、古くよりその存在を知られておりたびたび文献に

登場している D しかし一方では地表に構築された部分だけが認識されることとなり、周辺の

付帯施設については忘れ去られ地中に埋没し又は消失することとなった。今日でも「水城」

の全体像はその構造や機能について解明されたとはいえない。

一方、旧筑紫郡の水城村という農村のなかで畑等に利用されながらも地域の人々により保

存されてきた水城跡も、交通の要衝ということもあり鉄道 2本、国道 2本、高速自動車道 l

本とにより分断され、さらに近年の福岡都市圏の膨脹により太宰府市にも都市化の波が押し

寄せ、水城跡もまさに家屋の波間に浮かぶ一筋の島となりつつある O

本報告は太宰府市が1983年より開発等への対応として土塁部分周辺の発掘・試掘調査をお

こなった地点について報告することにより「水城jの全体像をその構造において理.解する資

料を提供することを目的としている O また土塁より太宰府側50mおよび御笠川西岸の外堀部

分の特別史跡指定地(現在は水城土塁と御笠川東岸の外明部分)への、指定拡張が進められ

ており土塁部分のみでなく「水城」跡保存のための資料となることを、あわせて目的として

いる O 調査地点は以下のとおり D

調査地点 調査地地籍 開発面積(ぱ)調査面積(m:う調査期間 調査原因

第11次調査 大字国分字衣f* 235、236.1・2 60 5 ， 1986.3.24 災害復旧

第12次調査 大字吉松宇原/下 118 1，106 180 1983.11.2ヘ 11.22 宅地造成

第13次調査 大字国分字衣掛 240.3 . 4 330 130 1986.4.1 ~4.1 2 住宅建築

第14次調査 大字吉松字原/下 123-1 624 110 1986.10.28~1 1. 10 住宅建築

第15次調査 大字吉松字松本 205-1 513 50 1986.11.10 住宅建築

第16次調査 大字国分字衣掛 185 770 16 1988.3 .16~ 3.23 住宅建築

第17次調査 大字吉松字松本 139-1・2、140、196-1、197・l 3，500 2，000 1990.8.6~ 1991.1.9 共同住宅建築

第18次調査 大字国分字衣掛 185 400 84 1990.9.17~ 10.24 住宅建築

第19次調査 大字吉松字松本 193-4 176 14 1991.11.13 住宅建築

第21次調査 大字吉松字星ヶ浦 470 384 55 1992.5.28 住宅建築

第22次調査 大字国分字衣掛 220-3 447 125 1992.8.21 ~9.8 住宅建築

第23次調査 大字吉12字松本 604 846 11 1992.11.11 下水道管埋設

第25次調査 大字吉松字星ヶj自611、610・3'4 846 160 1993 .4.23~6.1 下水道管埋設

Tab. 1 *城跡調査地点一覧(太宰府市教育委員会分)
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調査体制

調査が長年にわたっていることもあり煩雑ではあるが、資料として掲げる o 年を追う毎に

不十分ながら組織の充実が計られている D 調査主体はすべて太宰府市教育委員会である O

昭和58・59・60年度

総括教育長陶 山 直 次 郎 藤 寄 人 ( 昭 和60年3月---) 庶務担当社会教育課長

西山義則花田勝彦(昭和59年 10月~) 文化財係長黒板力主事岡部大治調査

担当技師山本 信 夫 狭 川 真 一

昭和61年度

総括教育長藤寄人 庶務担当社会教育課長花田勝彦文化財係長鬼木冨士

夫主事阿部大治 調査担当技師山本信夫狭川真一緒方俊輔

昭和62年度

総括教育長藤喜人 庶務担当社会教育課長花田勝彦文化財係長鬼木冨士

夫主事岡部大治白水伸司 調査担当技師山本信夫狭川真一緒方俊輔

(嘱託)山村信条

平成元・ 2年度

総括教育長藤寄人長野治己(平成元年 8 月~) 庶務担当教育部長西山義

則社会教育課長 関岡 勉文 化財 係長 鬼木富士夫主事阿部大治白水伸司調

査 担当 技師山本信夫狭川真一城戸康利緒方俊輔山村信条 (嘱託)中島恒次

郎狭川麻子

平成 3年度

総 括教 育長長野治己 庶務担当教育部長西山義則文化課長佐藤恭宏埋蔵

文化財係長富田譲文化振興係長大田重信主事阿部大治川谷豊調査担当

技師 山本信夫狭川真一城戸康利緒方俊輔山村信楽 中島恒次郎塩地潤一

(嘱託) 田中克子

平成 4年度

総 括教 育長長野治己 庶務担当教育部長中川シゲ子文化課長佐藤恭宏埋

蔵文化財係長高田克二文化振興係長大田重信 主事阿部大治川谷豊 調

査担当技師山本信夫狭川真一城戸康利緒方俊輔山村信条中島恒次郎塩地

潤一 (嘱託)田中克子

平成 5年度

総括教育長長野治己 庶務担当教育部長中川シゲ子文化課長花田勝彦埋

蔵文化財係長高田克二文化振興係長大田重信主事阿部大治川谷豊 調査

担当技師山本信夫狭川真一城戸康利山村信条中島恒次郎塩地潤一 (嘱託)

司
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田中克子井上信正重松麻里子

発掘調査および整理作業参加者

(発掘調査作業員) 秋山千津子秋吉由紀子岩男澄子 石本恭司 牛島イワヨ

内田文子 江島スミエ 江西照子 大迫フミ子大田敬子 大田八重子大田ヤス子

大塚恵治 大坪聖子 片岡邦子 片山保 加藤秀雄 川原田美千代 川原久美

城戸邦典 岸邦子 北痢和美 北村泰介 楠林静香 久保嘉香 古賀昭

古賀恵一 古賀里恵子古西俊博 近藤秋枝 境美佐子 篠原浩之 柴田ツキエ

柴田剛 白石忠 白木ハルミ 白水いせの 白水スエ子早田ミツル 高鍋キミヨ

高原改良子 田口一郎 田口美智子竹林照子 竹林義之 田中勝江 田中テル子

田中平助 田原智恵子 田部澄博 塚本映子 徳永モモエ徳淵正樹 中島ウメノ

中嶋幸子 中嶋さなみ 中島タカ子 中島タキノ 中島はじめ 中溝洋子 野網明子

萩尾カネ子萩尾須磨子萩尾泰祐 萩尾ツチエ萩尾昇 萩尾アキ子 萩尾万寿子

服部大介 花園美千子平嶋優子 平田ソヨ 藤尾薫 藤沢幸代 藤原重登

古川民子 古川ヨシ子松島順子 三上智之 南美智子 宮田恵子 宮原圭子

宮原ハナエ 村山龍子 八柳健之助 山下津子 山本洋子 吉田正子 米原峰子

渡辺太郎 渡辺ひとみ 渡辺律子

(発掘調査補助員) 山田冨美

(整理作業員) 安芸朋江 秋吉由紀子久保喜代香古賀里恵子酒井三保子

柴田剛 鶴味加代子原野正子 山本かおる 横山美津子吉田勝子 米川治子

(整理補助員) 河旧聡 森田レイ子 山中幸子

調査、整理及び保存に際して次の方々からご教示、ご指導を賜わった。文末になったが記

して感謝の意を表したい。(順不同、敬称略、当時)

平野邦雄(東京女子大学教授) 岡崎 敬(九州大学名誉教授) 笹山晴生・渡辺定夫

(東京大学教授) 八木 充(山口大学教授) 川添昭二(福岡大学教授) 坪井清足

( (財)大阪文化財センタ一理事長) 横山浩一(福岡市博物館顧問) 小田富士雄(福岡大

学教授) 鈴木嘉吉(奈良国立文化財研究所所長)津村 仁・杉本正美(九州芸術工科大学

初受) 中村・ ー(京都大学教授) 西谷 正(九州大学教授) 西健一郎(九州大学助手)

光谷拓実(奈良国立文化財研究所) 川原純之・増測 徹・安原啓示・狩野 久・佐藤

信・井上和人(文化庁) 渡辺正気(福岡県文化財審議委員) 石松好雄・浜田信也・磯村

幸男・中間研志(福岡県教育庁文化課) 栗原和彦・亀井明徳・橋口達也・森田 勉・横田

賢次郎・高橋 章・赤司善彦・小田和利・吉村靖徳・小川泰樹(九州歴史資料館) 舟山良

一・徳本洋一(大野城市教育委員会) 井沢洋一・大庭康時(福岡市教育委員会) 久保寿一
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郎(九州大学大学院)

調査にあたり次の地権者の方々から御協力をいただいた。文末になったが記して感謝の意

を表したし'0 順不同、敬称略、当時)

大内田恵百田勝典昭和観光開発(株)浅川キミヨ 百回賢祐萩尾義雄西日本鉄道(株)

松島彰萩尾正明怖)九州商事西山一敏白水鉄雄松島孝己七枝繁百四澄雄

平嶋勝治田中八司西山政勝井上昭 筑紫食糧販売共同組合西山源太郎児島道

則(閥ナガタ建設高田泰松島博之

調査および整理の方法

太宰府市では、調査・整理の方法はほぼ統ーされており、調査担当者以外の者が生の資料

をみても理解できるように努めている O ここではその概略を述べるo 詳細については『佐野

地区遺跡群 Ij (太宰府市の文化財 第14集 1989年)、山本信夫「太宰府市における情報

整理J (r第 2回 考古学におけるパーソナルコンピュータ一利用の現状j1989年 帝塚山

考古学研究所)を参照されたい。

試掘調査 対象地にトレンチを設定し、重機を用いて遺構商もしくは地山を検出するまで

掘削を慎重におこなう o 場合によっては人力で、掘削をおこなう O 遺構面が複数予測される場

合は遺構面の状態を観察しながら一部分だけ地山に達するまで掘り下げる o これにより遺構

面のおおよその数を確認する O 記録はトレンチの位置、 トレンチ壁面の土層堆積状態、遺構

検出状態を略測メモをとり、トレンチ壁雨と床面の写真撮影をおこなう。出土遺物はメモを

取り、基本的に持ち帰っていない。

発掘調査 調査区を設定し、重機で表土を除去し遺構面を出していく O その後測量をおこ

ない国土座標を基準にした3m間隔の方眼を組み、以降この方眼を使用して図面を作成する O

実測図は1/100の略測図と 1/20の調査区平面図を基本とし、随時個別遺構実測図・土層断面図、

壁面土層断面図を、さらに必要な調査地では平板実測図、周辺地形測量図などを作成する。

遺物取り上げは略測図と遺構番号台帳を使用しておこなう。これらには遺構の所見や切り合

い関係、土層模式図などの情報を記入する D 写真撮影は『佐野地区遺跡群 Ijに同じである。

遺構面毎にこの作業を繰り返していく O 調査後は重機で埋め戻しをおこなう o

遺物整理、遺構略号等は『佐野地区遺跡群 Ijに準じるo 調査時点での遺構番号は、 s-Q

で記録するが、整理段階で遺構種別を入れsoQQQと表示する。番号自体は遺構の統廃合

がないかぎり、共通の番号を使用する O
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2 地理的歴史的環境

太宰府市の所在する福岡平野の南深部は、西から脊振山地、東から三郡山地という比較的

急峻な山々が迫り会合する部分であり、福岡平野の中でも袋状の小平野を形成し盆地的様相

を示している O この小平野を貫流する河川は西から大佐町'川、鷺田川、御笠川であり合流し

て御笠川となり北流し、さらにいくつかの河川と合流しながら博多湾に注ぐ。この小平野は

また福岡子野と筑紫平野を結ぶ地峡部にあたり交通の要衝の地となっているo 水城跡は福岡

平野から南深部小平野を分断する形で、脊振山地から派生した牛頭丘陵と大城山を南西一北

東方向に連結した線上に立地し、御笠川を挟んで、標高20~30mの範囲に構築されている O 水

城跡により福岡平野南深部はいわば袋の口を閉じられた格好になっている O このため水城跡

は土塁部分で現在西から市道、 JR鹿児島本線、西鉄大牟田線、九州縦貫自動車道、国道 3号

線バイパス、同 3号線により 4ヶ所に分断されている O そのうち市道と国道 3号-線は水城築

造の際設けられた西門と東門跡にあたると考-えられている O

さて九州北部は大陸、朝鮮半島と近い立地条件を持ち、古くから対外的門戸としての位置

を占めてきた。列島内での古代国家への胎動が活発になると、朝鮮半島へのヤマト政権の関

わりは深く幾度もの軍事活動をおこなっていることが『日本書紀』ゃ『三国史記』に記載さ

れている O そのなかで、 663年に白村-江で敗北し、唐・新羅軍の直接の脅威にさらされたこ

とを契機に水城は664年築造がはじまっている D これは水城単独でおこなわれたのではなく、

大野城、基埠城とともにつながりをもって築造されている。さらに水城の西側E陵の開析谷

部に小水城と総称される土塁が存在し、現在ではこれらと大宰府がセットになって羅城を形

成していたと理解されている O

平安時代以降水城は関として機能したらしく大宰府の出入口として和歌に度々詠まれてい

る。元冠の際には土塁が再び防御機能を果したらしき記事もみえるが詳細は不明である O そ

の後15世紀には旧蹟として認識されていたようである O 近世の地誌においても同様である。

近代に入り日本の軍国化にともなって、水城跡は古代の一大国防工事として顕彰の対象となっ

ていた。

3 調査経過

水城跡は全長1.2km、高さ 13mという巨大な土塁を中心とした遺構であり、全体を一括し

ての調査は行われていない。 測量は近世以降数度おこなわれているが、長さなど数字の一致

をみない。実測図は 1914年と 1930年に作成(1/600) したことを記録するのみである O また

常に疑問とされてきたのは、 「築大堤貯水、名目水城J (r日本書紀』天智三年(664)是歳条)

という記事から、どのように「貯水Jしていたのかという水城の全体構造の問題で、ある O 大

きく 2説あり、御笠川を塞き止め太宰府側に貯水するこi二塁ダム説、内外に堀を設けて貯水す
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一一Fig. 2 太宰府市周辺の遺跡分布図(1/30000)
大野城跡 9 管113役軍団印11'，土地 17 市ノ上遺跡 25 尾崎遺跡

法思減跡 10 水城跡 18 神ノ iiij窯跡 2o 脇j且遺跡

関iノ足遺跡 11 大宰府政J'i~跡 19 版 1]遺跡 27 殿城戸遺跡

筑前国分寺跡 12 観ill:音寺 20 篠振遺跡、 28 野口泣跡、

辻遺跡 13 遠Y~寧印出土地 21 前日l遺跡、 29 9引l塚遺跡、

松本遺跡 14 大宰府条坊跡(破線内) 22 宮ノ本遺跡 30 唐人塚遺跡、

筑前|玉|分尼寺跡 15 君州l遺跡 23 雛川遺跡 31 峯遺跡

千足追跡 16 般若寺跡 24 フケ遺跡 32 桶間山遺跡

33 道場山遺跡
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る堀説である。その他内側に貯めた水を受け湛える施設を博多側に想定する折衷説などであ

る。

さて水城跡についての記事は築造の際の上記の『日本書紀』の記録に始まり歌集、物語、

日記、紀行文、地誌など少なくはないが、考古学的考察を加えたのは1914年の黒板勝美、中

山平次郎両氏を鴨矢とする O 現在のJR鹿児島本線が拡張工事のため土塁を切り崩す際に横断

面を観察している O おもに土塁の構築方法について述べ、版築の中から粗采が出土すること

に注目している o さらに中山氏は土塁がおおきく 2段階に分けて構築されていたことを述べ

ている O またその構造については両氏ともダム説を唱えている o 1930年には武谷水城氏がタ命

ム説を肯定しながらも土塁は城壁との見解を発表しているo また同年は東門西側で木樋が不

時発見されたことから、水城跡の本格的な発掘調査が開始された年である O この成果は調査

を行った長沼賢海氏により 1932年に発表された。木樋は土塁を横断する暗渠であるが、その

構造の詳細を述べたうえで、木樋は土塁の湿抜きであり内側の貯水を博多側に流す施設では

ないとしている。以後30数年の中断後、 1968年に発表された鏡山猛氏の見解は貯水そのもの

を否定するもので、内側に小規模な堀を想定している O つまり土塁は「貯水堤防ではなく単

なる防塁Jと認識し、大宰府を囲繰した羅城の・部との位置付けを明確にした。一方、発掘

調査は1970年から国道および自動車道の整備に伴い御笠川付近の欠堤部で再開されたo 3次

調査では土塁博多側テラスの構造確認と外堀の痕跡を検出しているo これは同年におこなわ

れた小水城(大土居土塁)の調査で外堀が確認されたことが影響している O さらに 5次調査

ではよりはっきりした外堀北側の立ち上がりを検出し、土塁博多側には堀が存在することが

確実とされている O また6・7・10次調査では内側にも小規模ながら堀らしき溝が確認されて

いる。 4次調査では御笠川に石敷遺構が検出され川の部分にもなんらかの施設が存在したこ

とが確認された。これらの調査により「貯水Jの問題はいちおうの決着をみているが、まだ

整合的に全体の機能を説明できるまでには至っていない。

関連文献

1 日本書紀天智 3年是歳条・ 4年 8月条

2 令義解職 員 令 大 宰 府

3 続日本紀天平神護元年 3月条

4 万葉集 6・968

5 扶桑略記 天慶 3年11月

6 小右記寛弘 2年 7月10日

7 夫木和歌抄藤原市j遠

8 宝治百首藤原光俊

9 平家物語寿永 2年 平 家 大 宰 府 落
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10 八幡患童記

II 八幡思童訓

12 歴代鎮西安略

13 元冠紀略

14 筑紫道記宗 祇

15 筑前回続風土記水城貝原益軒

16 筑前回統風土記付録水城村加藤一純

17 筑前国統風土記拾j宣水 城 附 岩Jn閲 青柳穂信

18 太宰管内志水城閑伊藤常足

19 靖方i朔j原山田安 栄

20 黒板勝美 「福岡県学術研究旅行報告書J史学雑誌25-3 1914 

21 黒板勝美 「福岡地方旅行談」考古学雑誌4-6 1914 

22 中山平次郎 「水城の{iJf~J 筑前史談会講演集第 1 集 1914 

23 q:1 LU平次郎 「元冠研究の三参考文籍J元冠史蹟の研究 1915 

24 武谷水城 r>k城史観j筑紫史談 49~52 ・ 54 1930・31

25 長沼賢海「水城の大樋の調査J史蹟名勝天然記念物調査報告書 7 福岡県 1932 

26 鏡山猛「大宰府の外郭防衛 いわゆる羅城についてJr大宰府都城の研究 1969

26 森田勉「水城地区(水城跡)の調査J福岡南ーバイパス関係埋蔵文化財調査報告 1 福岡県 1970 

27 r小水城遺跡」教育福岡一文化財保護行政特集ー 福岡県 1972 

28 浜田信也「水城地区(水城跡)の調査J福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告 2 福岡県 1975 

29 亀井明徳編『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財報告書xxvU 福岡県 1978 

30 高橋章編『水城 昭和50年度発掘調査報告』 楠岡県 1976 

31 高倉i羊彰他編『水城 昭和51・52・53年度の発掘調査概報と史跡環境整備事業実施概要』福岡県

1979 

32 鏡山猛「大宰府の防衛工事Jr大宰府遺跡j1979 

調査地点 調査地地籍 開発面積(ば) 調査期間 文献番号
第 l次調査 大字水城字古門畑 122-4、123-6 1500 1970 26 
第2次調査 大字水城字古門畑 123-6 1000 1972 28 
第3次調査 大字水城字八反田 121、122 870 1972.6 末 ~9初 29 
第4次調査 大字国分字川原 261-1 70 1973 29 

第 5次調査
大字水城字八反田 66、68、69、72-3、73・1. 2 

350 1975 .4.24~6.15 30 
大字国分字衣掛 224-1 

第6次調査 大字国分字衣掛 256 440 1976. 1. 19~4.2 31 
第 7次調来 大宇古松字松本 193-5 40 31 
第8次調査 大字国分字衣掛 191-1、221-3 140 1977.7.8~7.23 31 
第9次調査 大字吉松字星ヶ浦 475-4 25 1978.4.17 ~4.22 31 
第10次調査 大字国分字衣掛 22トl 250 1978.12.1 ~ 1979.1.31 31 
第20次調査 大字国分字衣掛 194 22 1992. 1.9~ 1.24 
第24次調査 大字国分字衣掛 224-1、225-1 664 1993.3.11 ~ 1994.1.17 
昭和43年立会調査 大字国分字衣掛 1302 70 1968.11.27・28 29 

Tab. 2 水城跡調査地点一覧(禍|両県教育委員会分)
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1-25は番号がそのまま調査次数に一致する o

昭和43年度福岡市水道工事立会調査

19-036地点 38. 18-189地点

19-140地点 39.18-171地点

19-141地点 40目 18-169地点

19-01H也点 41. 18-160地点

18-127i也点 42. 18-163地点

18-047地点、 43. 18-03.8A地点

18-124地点 44. 18-011地点

18-129地点 45. 18-069地点

18-101地点 46. 18-123地点

18-136i也点 47.18-172地点

18-162地点 黒塗りは調査区を示す。
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11 試掘調査の概要

太宰府市での試掘調査は、平成3年度に発表した「遺跡区分図」に従い遺跡包蔵地区の開発

等に対応して行なっている O 今回の報告で、は水城本体の土塁線から 100mの範囲を取り扱うこ

ととし、 21地点をとりあげる D 年度別試掘の内訳は1984、1985、1986年が各 l件、 1987年 2件、

1989年 I件、 1990年 4件、 1991年 6件、 1992年 5件で、年を追う毎に増加している O なお試掘

後、本調査を実施したものについては含んでない。また場所別には御笠JIIから東で13件、西で

8件となっている。

トレンチは土塁と直交する方向で設定することを基本とした。これは土芸の前後の地形の変

化を捉えるためと、とくに南側では推定されている内堀の存在についての情報を得やすくする

ためである o

試掘地点の整理番号は、太宰府市基本図の図画割に従い親番とし、そのなかを受け付け順に

枝番をふっている O なお水城が含まれる親番は18・19にあたる O 今回報告の中でもそのまま使

用する O 西側から順に報告する O 図の縮尺はトレンチ位置図で1/1000、土層概念図が縦方向約

1/50、横方向は任意である o 精度は土層概念図で10cm単位、平面図で 1m単位程で、ある。これ

は試掘調査の記録方法の限界のためである O

19・036地点 (Fig.4， Pla.4) 

所在地は大字吉松 ...-----1 

山山、6で、~②
j 対象面積lはま344ぱで ¥ιココ2 三ヨヨ

ある口共同住宅建築

に先立つ調査を1990

年5月24日におこなっ

た。調査地は土塁が

西から派生する丘陵

との接合部から約

40m東側で、土塁の

l 存ー1・

2 Tf色ノfイランニL

3 灰色ì)t 'l~-f

4 背色粘7~ニL

1トレンチ

南側隣接地である Fig. 4 19-036地点トレンチ位置および土層概念凶

標高は約34mで、ある D 東西に3本のトレンチを入れたが、いずれも同じ層序であった O 遺構は

検出されなかった。出土遺物はなかった。
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1.5m程の花両岩風化土による盛土の下に黒灰色の泥土が堆積しており、多量に杉の自然木

を含んでいるo これらの杉は折ってみるとまだ新鮮であり、長期間埋没していたとは考えにく

い。泥土層下には青色粘質土があり地表から2.3m掘削しても基盤層に達しなかった。これは

九州歴史資料館が1978年に西隣接地を調査した(第 9次調査)所見に一致しているが、第 9次

調査で検出した南への地山の落ちは確認できなつかったO 青色粘質土は水成堆積層と考えられ

るが、築堤後の堆積か否かは不明である O 泥土層は現代の盛土以前の環境が湿地であったこと

を示しており、自然木は盛土を行なう際に意図的に埋め込まれた可能性も考えられる O

調査地には軽量鉄骨2階建の共同住宅が建築されている D

19・141地点 (Fig.5)

所在地は大字吉松444-2で、対象面積は約200ばである O 個人住宅の改築にともない1990年 8

月8日に調査をおこなった。調査地は水城西門から約80m南-に位置し、内堀推定部分にあたる O

標高は31m程で、ある O 北側は隣地との問に擁壁があり調査地が約1.5m低くなっていた。本来は

土塁側に向かい高くなっていたと考えられる O

土塁と直交方向にトレンチをいれた。 20cmの表土を除去すると、既に削平が行なわれてお

り、凹凸を持つ権褐色粘質土(花両岩風化土の2次堆積層)の地山が現われる O ピットがひと

つ検出されたが、遺物がなく時期は不明である O

調査地には現在木造の住宅が建築されている O

31.0m-5 

30.0 m 
l 存:1:

2 ピット

3 俄褐色村if'iこL

Fig. 5 19-141地点卜レンチ位置および土層概念図

19-140地点 (Fig.6)

大字吉松448に所在し、敷地雨積は約1200ばであるo 今回はその一角にある個人住宅の建て

替えに伴い調査をおこなった。調査地は、水城西門から南へ約30mで、官道西門ルート推定線

の西隣接地にあたる O 標高は約31mで、ある D

50""'80cmの盛土(茶色土)下に南に向かい厚く堆積していく黄茶色砂と青灰色土がある O

さらに下層は青灰色粘質土が堆積しており北に厚くなっている O 青灰色粘質土には丸太杭が打'
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ち込まれており、 18~ 19世紀代に比定される陶磁器(広東椀、筒茶椀)が出土した。遺構は検

出されなかった。このことから調査地は近世後半に流路となりその後湿地化していたらしい。

調査後、木造 2階建の住居が建築されている O

31.0m-5 
N 

ヨう 30.0 m 
2 

1 茶色土(盛ニu
2 賞茶色砂

3 背灰色土

4 1苛灰色粘質土

Fig. 6 19-140地点トレンチ位置および土層概念図

19・011地点 (Fig.7)

所在地は大字吉松183-2、4で、対象面積は1390ばである O 宅地造成に先立ち 1985年 4月4日

に調査を行なった。水城西門から南東へ50m程で、土塁のテラス部の法下にあたり、現況は水

田である O 標高は約30mを測る。

南半部は既に盛土造成が行なわれていたためトレンチは北側に設定した。現地表から北側で

は50cm、南側で、60cmで、地山と考えられる黄色粘質土・白灰色砂質土にいたるo 地山は削平さ

れていた。遺構は検出されなかった。遺物は瓦片が少量出土した。地山は西から東へ低くなっ

ている o

調査地は宅地造成後分譲住宅となっているo

30，Om-

5 トレンチ

② 

3
-
4
〈
X

2 

29.0 m 

l 耕三1:・床土

2 茶褐色:1:

音1火毛色相rtニ1・

4 fニ1灰色砂質土

5 賞色粘質土

Fig. 7 19一011地点トレンチ位置および土層概念図
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18・127地点 (Fig.8，Pla.51 、別表 1) 

所在地は大字吉松192-2で、対象面積は約900ばである O 現況は水田であるが、共同住宅建築

にともない、 1991年 4月10日に調査をおこなった。土塁から30m程南で、標高は約27mで、ある O

5~8層は対象地全体にあり、水城に伴う流路跡と考えられる o 7 . 8層は水流があったことを

示すものである o 5・6層は植物質を多く含み、流れが収まって形成された低湿地の状態を示す

と考えられるo 全体に緩やかな傾斜をもって北から南へ低くなっている o 3層はその後開発さ

れた水田跡である口須恵器片、瓦片を出土した。

l は5・6層から出土した須恵器杯aで、ある O 口径12.6cm、底径7.3cm、器高3.7cmを測る O 底

部外而-はヘラ切り後軽くナデを、体部は横ナデをおこなっている。 2LH見恵器賓の口縁である O

5・6層から出土した O 復原日経40.2cm、頚部中央にヘラ状工具で2条の凹線をいれ、その上下

にl条ずつ同じくヘラ状工具で粗い波状文を施している O 内閣は横ナデ調整である O

調査後は盛土され 2階建共同住宅が建てられた。

27.0m-S 

8 

。

井J

2 1.火色砂

:3 u[i茶色ニI二

4 灰色砂

5 灰色粘'i~'-I

6 U音l火色二l

7 内色粗砂

8 白色組砂

Fig. 8 18-127地点卜レンチ位置・土層概念図および出土土器実相1]医I(1/3) 
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18・047地点 (Fig.9)

所在地は大字吉松 122-1で、対象面積は173nずである。住宅建築のため、 1987年9月29日に調

査をおこなった。堤から南に約20mで、標高25m程で、ある。 1990年に木樋の抜き跡が発見され

た第17次調査の30m東にあたる O

水凹を80cm程埋立て、宅地としている O 耕作土下には 10cm弱の水田に関わる整地層と考え

られるものが2層(3・ 4)あり、その下には水の流れによって形成された層が続く D 堆積の時期

は不明である o 7層は南に向い厚くなっている o 9層は硬くしまっている D

調査後木造住宅が建築されている O

S 

Fig. 9 18-047地点トレンチ位置および土層概念図

N 
I 存J

2 ;fJfj: 

:3 Ik色ニ1.:

炎?な色j

5 nIi-1.ポ色ーi-

6 灰色fllllゆ

火.色料j'l't-I

8 (cl色砂

。i'Isシノレト

18・124地点 (Fig.l0、Pla.4......6)

所在地は大字吉松113-1、114-13で、対象面積は2250ばである D 宅地造成の開発許可申請に

伴い、 1990年 12月 19 ・ 20 日、 1991~年 1 月 9 日に調査を実施した。調査地は土塁の延長線上で御

笠川の西にあたり、いわゆる欠堤部と言われる範囲である O 欠J是部は、本来土塁が存在したと

考えられるが、御笠川の氾濫により削り取られたものと想定されている O 現在の地形になった

時期は不明であり、今回の調査で欠堤部に土塁は存在したのか、したなら削り取られた時期は

いつなのか、という疑問に対して手掛かりを得ることが期待された。

トレンチは土塁に直角に設定した。 1トレンチでは土塁ぎわで黄色の地山によく似た層(9

層)を検出した。すぐに 1mほど落ちている O 地山の可能性もあるが、土塁からの流土の可能

性もある o 5層は薄い黄茶色粘質土であるが、黄色土と茶色土が斑になっており、人工的な貼

り土の可能性も考えられる。 6層は砂層で、水流があったと思われる o 8層には、遺構らしいもの

(7)もあるが、遺構面とは断定できない。 8層と9層の関係は不明である O 遺物は出土していな

い。 4トレンチは2・3層が流れにより堆積したと考えられる層で御笠川方向に落ちている口ト

戸、J，，a
 



レンチ南端では地表から 1.8mの深さで流木を検出した。 4・5・6層は黄色土ブロックを含み人

工的な積土の要素がある o 9層に至り湧水があった。

対象地の土塁の存在の有無は確定できなかった。いずれにじても水城築堤以降に御笠川の氾

濫原、もしくは堤に沿って西から流れる流路となっていたことが判明した。この場合、流路と

いうのは水城の内堀であることを妨げない。また人工的な積土が考えられるならば土塁は存在

した可能性が強くなり、築堤以前も御笠川の氾濫原であったと考えられる。

調査後地権者のご理解により特別史跡への追加指定に同意いただき保存されることとなった。

lトレンチ 4トレンチ

⑧ 
l 耕土・存:1・ l 耕土・客土

灰色j: 灰褐色土

茶色土 3 時灰褐色土

4 ，火ー色砂 4 灰褐色土

質茶色粘質土 5 背灰色粘質土

時茶色砂 6 白色土

ピット(時灰色砂質土) 7 茶色砂

白色砂 8 黒褐色粘質土

4 9 !Yt:色ーL 日 灰白色砂

1トレンチ 一一23.0m 

S 

22.0 m 

一一23.0m 

4卜レンチ
N 

Fig. 10 18-124地点トレンチ位置および三上層概念図

16-



18・129地点 (Fig.ll)

所在地は大字吉松115-1で、対象面積は200m
2で、ある

O 現況は畑地であり、標高は約24mを測

るO 住宅建築にともない1991年3月14日に調査を行なった。対象地は御笠川から 100m程西にあ

たり、 18-124地点の隣接地である O

既に盛土がしてあり現地表面から 150cm下で、|日水田面にいたる o 18・124地点のレベルにほぼ

等しい。 30cmの耕作土、床土を除去すると暗茶褐色の砂層を検出した。遺物はごく僅かで中

世の土師器片と考えられるもの以外は、時期等不明である O 調査地は中世以降の氾濫原、もし

くは流路の一部であったと考えられる O

調査後木造住宅が建築されている。

24.0m511 E 

弓

t
z
a

l 存二1:

2 緋ニiニ.n~ ニ1

音茶褐色砂

23.0 m 

Fig. 11 18-129地点トレンチ位置および土層概念図

18-172地点 (Pla.6、7)

所在地は大字吉松1500で、御笠川の川底である D 西日本鉄道大牟田線の鉄橋橋脚改修にとも

ない工事立会調査をおこなった。 jll岸で、標高;20mで、ある。九州縦貫道の調査で発見された川床

の石敷や洗堰の検出を目的とした。

工事は橋脚の老朽化に伴いその補強を行なっていた。現橋脚の周りを重機にて掘り下げコン

クリートを打設するものである Q 立会は重機での掘削の際におこなったが、 2m掘り下げても

水流による砂の堆積層しか観察できなかった。遺物は出土していない。

18・101地点 (Fig.12、Pla.7)

所在地は大字国分259・260-7で、対象面積は1050m
2で、あ.る口資材置き場建設に先立ち1989年

4月24日に調査を行なった。現況は水田で、標高は約23mで、ある O 御笠川の東約50mで、東は

国分側土塁の法面に接する o 18-124地点と同じで土塁がどこまで存在したのか問題となる場所

一 17←



である D

耕作土、床土を除く

と粘質土と砂層の互層

になっておりいずれも

水成堆積層と考えられ

る07層から加工痕のあ

る木片が、また8層か

らは土師器片、須恵器

片が出土したが摩滅し

ており年代は不明であ

るO 土塁との関係も不

明である O

調査後はアスフアル

トが張られ廃車置き場

になっている O

2トレンチ

22.0 m 

② l 耕土・ I~ ニ1.:

2 賞灰色土

3 茶!反色砂f't粘土

4 I死褐色砂質粘土

5 灰色砂

6 &f'i;f:j(宵・色粘土 21.0 m 

7茶色粗砂

号色粘l~土と 灰色砂艇の

交互依fì~

18・136地点 (Fig.13) Fig. 12 18-101地点トレンチ位置および土層概念也l

所在地は大字国分379・1・380-1、2で、対象而積は980m2で、ある
O 倉庫建築にともない事前の調

査を1991年4月11日に行なった。現況は水田で、標高は約23mを測る。土塁から南-へ70m程の

地点で、 18-101地点の南にあたる。

耕作土、床土の下は18-101地点と同じく、粘質土と砂層の互層になっているが、 3層の下面

で遺構面が形成されている O 遺構はあまりはっきりしていない。 5・6・7層の関係も明確では

なく 8・9層が全体に広がっているか疑問である。

調査後は盛土後軽量鉄骨の倉庫が建築された。

1~3 トレンチ

23.0 m 
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Fig. 13 18-136地点卜レンチ位置および土層概念図

-18ー



18-162地点 (Fig.凶)

所在地は大字国分382-1で、対象面積は1740ばである O 住宅建築の事前調査を 1993年 1月12

日に行なった O 現況は水間で、標高は約25mで、ある。土塁から南へ100m程で、あり今回報告分

では土塁部分からいちばん離れている O

灰色粘質土(2層)以下は複数の流路によって堆積していることがわかり、 このあたりが不安

定な土地であったと思われる o 6 . 7層が古い堆積で粘質土と砂層で構成されている D これらの

層が北と南でそれぞれ新しい東西の流れによって切られている。遺物は出土せず、水城との直

接の関係も不明である O

調査後、現況のままで休耕田になっている O

¥ 
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E二主コ
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入

CL二コ
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¥ 
、ぐ

¥ ¥ 〉

ヘ L‘

¥ 1  
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¥ c::::ニ=コ
C三:r::::::::=コ¥

l ヘ
イ 1

¥ 
¥v 

¥ 
¥v 

¥ 
¥ザ

¥ 
¥ザ

¥ 

L ¥  
-! 

己--二二コ ¥l 

-

--
、fおさと4

l 緋ー1・・床:1:

2 灰色村民-1

3 灰色砂

日色村質十

5 灰色砂

6 前色粘'['L十

氏色相砂

Fig. 14 18:"'162地点卜レンチ位置および土層概念図

18・169地点 (Fig.15、Pla.9)

電て

所在地は大字国分220・5で、対象面積は270ばである O 水田を土盛して家屋の増築をおこなう

に際して、 1992年1月22日に調査をおこなった。標高は約27.5mで、ある。土塁の東門木樋から

は50m程南にあたり第22次調査の南隣接地である O

す:l~i質土と砂層の下で淡黄色の地山が地表からおよそ 1mで、検出でき t:. o 東側には四主寺山か

ら派生する正陵が迫っており、地山が安定して検出されるようになっている O 5層は砂層でフk

流のあったことを示しており、第22次調査で検出された溝につながる可能性も考えられる O 遺

物は出土していない。調査後は休耕田のままである O
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28.0m-

2トレンチ
N S 

27.0 m 

耕土・客二1:
鼓灰色ニ1:

3 淡灰色粘'l'Uょ

ポ色粘質土

!火ー白色砂

6 i炎就色土

Fig.15 18-169地点トレンチ位置および土層概念図

18・189地点 (Fig.16、Pla.8)

所在地は大字国分240・6、7で、対象

面積は286ぱで、ある。車庫建築に伴う

事前調査を1993年 1月12日に行なった。

現況は水田で、標高は約26mで、ある O

土塁から南に約50mで、第 13次調査の西

隣にあたる O

3-----6層は粘質の堆積土で、 6層は遺

物を包含している o 9層は西から東へ、

また北から南へ緩やかに傾斜している

淡黄色粘質土の地山である o 遺構群は

溝や方形の土壊、ピットで構成されて

おり地山に直接切り込んでいる O 水城

と直接関連するものは確認できなかっ

... 2トレンチ
26.0m~ 

25.0 m 

耕:1:・ J永j・

1氏色ー1--

3 褐色粘'l~j-.

4 茶灰色粘質十

灰色粘質二十ー

時!火色粘質ー1:

7 ピット(暗灰色-r.J

8 i品(灰褐色砂)

9 i炎黄色料1ft土

"'VXXXJ 

た。第13次調査の所見に従えば、これ Fig. 16 18-189地点トレンチ位置および土層概念図

らの遺構群は弥生時代から平安時代く

らいの幅で捉えられる O 調査後盛土して車庫が建てられている O

18・171地点 (Fig.17)

所在地は大字国分218で、対象面積は1100ばである O 住宅建築に伴い1992年 2月25日に調査

をおこなった。標高は約27.5mを測る D 現況は水田で、ある o 18-169地点南隣接地にあたるo

土層堆積状況は18・169地点にほぼ等しく、粘質土が堆積している O 南側は緩やかな傾斜を持
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つ落ちが検出されており、自然流路と考えられる O 流路のなかの灰色粘質土は縄目をもっ瓦を

多く含んでいた。

調査後は現況のまま休耕田になっている。

28.0m-
J 
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c:=::::=二コ c二平コ
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Y 

⑧ //y/ 

/ 
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J /1  
/ 
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N 
1トレンチ

27.0 m 

lトレンチ

耕士・';d::1:

1/1.灰色土
必色料i'lU:
臼色砂

i炎ず{色こlニ28.0m-

N 2トレンチ

2 トレンチ

l 耕土・客二1:
II(灰色:1:

!点在l色組妙、

炎灰色料i'l
Ji":f.:

灰色粘'tt::仁

i炎黄色.:1.""

27，0 m 

Fig.17 18-171地点トレンチ位置および土層概念図

18・160地点 (Fig.18)

所在地は大字国分180・2で、対象面積は440ばである O 住宅

建て替えに伴い旧家屋解体後の1992年2月28日に調査をおこ

なった。標高は約29.501で、ある口なお間口はコンクリート張

りのためトレンチを設定することができなかった。この部分

は推定官道東門ルート上にあたり将来調査をおこなう必要が

ある O

上記の事情からトレンチは東の山側に設定したが、表土を
Fig. 18 

18-160地点トレンチ位置図
30c01下げるとすぐに黄色の花岡岩風化土が検出され明らかに

削平を受けていることが確認された。削平の時期は不明である D 遺構、遺物は検出されなかっ

た。

ヲム



18・163地点 (Fig.19、P1a.9、別表 1) 

所在地は大字国分205で、対象荷積は225m2で、ある。住宅建築の計画に先立ち 1992年7月27日

に調査を実施した。地目は宅地で現況は空閑地であるo 標高は約30mで、国分側土塁のテラス

部分とほぼ同じ高さになっている O 水城東門推定地から南に5001程のところにあたり、東門か

ら政庁へ向かう官道推定線上に面している O

東西方向にトレンチを設けた。地表から 80cm程盛土がありその下商は凹凸をもっている O

灰茶色粘質土(2層)は近世後半期の包含層で、 3は近世のピットである。 4層は8世紀以降の遺物

を含む包含層である O その下に淡黄色の地山があり、奈良から平安時代と考えられるピット群

が切り込んでいる O 遺物は須恵器の査が出土した。体部下半に手持ちのヘラ削りをほどこす。

地形は国道3号線を境に西は低く、東が高くなっている O 高い側には旧耕作聞が検出されず

近世の遺構群や遺物が顕著であり、はやくから開発が進んでいたと考えられる D

調査後、地権者との協議をおこない特別史跡への追加指定に同意をいただいた。

r 11 存土

12 1火茶色料i'l'ij

② lヒミ~ I~ ピット (p向上)
- I 4 1.ポ色粘質土

司 際 し I5 ピット群{附灰色料i'l-'fニ1:)

一--一ー_16 実質色:1:

て

ゲ ー也4JJ~ーとーーム5

10cm 

Fig. 19 18-163地点卜レンチ位置・土層概念図および出土土器実測出I(1/3) 

18・038A地点 (Pig.20、Pla.lO)

所在地は大字国分185で、対象面積は約1000ばである。共同住宅建築に伴う事前調査を 1988

年 2月8日におこなった O 標高は約30.501を測る O 既に整地作業に入っており、史跡地の丘陵

裾部も削っていたため工事を中断し調査にはいった。

東西方向のトレンチを設定した。西から東に高くなっており、東端では地山面が露出してい

るO 西へ行くに従い灰黒色砂質土が厚く堆積するようになり、西端では地表から地山市までは

0.7~lmの厚さがある O 遺構は地山に切り込んでおり、方形のピット群や数条の溝を検出して
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いる O 遺構の時期は確定できないが、遺物は奈良時代以降近代まであり、新旧重複して存在す

るものと思われる。

この調査後西側は建築で破壊される使槽の部分を第16次調査、東側を第18次調査として本調

査をおこなった。盛土後軽量鉄骨2階建の共同住宅と駐車場になっている O

3トレンチ

ft!i ~lj の跡

IIÎ'1:!J~~M色J.:( 表ーl二)

11<.!.1，¥色砂町J:

立hy;ur'uM尚色 lニ)
r:lm色j会

一一31.0m

E 

← -30.0 m 

\~ぞニナプー一一- U( 

守口、 If¥ 

2¥/1 ) 

Fig. 20 18-038A地点卜レンチ位置および土層概念凶

18-011地点

所在地は大字水城7で、対象面積は440rぜで、ある。共同住宅建築に際し事前調査を 1985年l月

におこなった。標高は約35mを測る O 水城本体から博多側で自然丘陵の裾にあたる o 当時の記

録が散逸しており、調査担当者からの聞き取りと、写真、資料から報告する O

1m強の盛土の下から旧表土が現われその下には黒色の腐植土が約30cm堆積していた。腐埴

土下はすぐに青灰色の花両岩風化土の地山が検出された。地山が青灰色を呈していたのは地下

水のため還元されていたと考えられる O 調査地が水城につながる丘陵の北側の谷筋にあたり、

丘陵からの水流があったことが想像され、この水流が水城の外堀に導かれた可能性がある O

調査後は木造住宅が建築されている O

18・123地点

所在地は大字水城57-1の一部で、対象面積は300m2で、ある O 事務所の改築に伴う事前調査で

1990年10月25日におこなった D 標高は約26.8mで、ある O 水城外堀の50m北側に位置し、現在の

国道 3号線西側にあたる O 現況は倉庫への出入口に使用されているため、 トレンチは国道際に

2ケ所 (3x 3 m) を設定した。

両トレンチとも、地表から 1.5mの盛土があり、以下旧耕作土、床土が検出された。床土直

下で砂質分のやや多い黄色粘質土の地山に達した。遺構、遺物とも検出されなかった。

調査後鉄筋 2階建の事務所が建築されている O
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18-069地点

所在地は大字水城90-1. 92・1外で、対象面積は2000ばであるo 資材置き場建築に伴う事前調

査を 1990年2月3日におこなった O 標高は約24.6mを測る O 水城外堀の北70m程に位置し、外

堀の北側の状況を把握することを目的とした。トレンチは土塁の軸線に垂直に対象地の東西にそ

れぞれ設定した。

各トレンチとも、また同一トレンチ内でも土層堆積状況は酷似しており、対象地が広い範囲

で長期間同一環境にあったことを反映している O 層序は、 30~50cmの耕作土、床土を除くと

黄色砂質土を検出した。この砂質土は20cm前後の厚さで堆積しており下面は凹凸がある O 以

下50cm厚の灰色砂層、 10cm厚の灰色粘土層、また灰色砂層となり地表下180cmまで続く O こ

れ以下は砂と粘土の互層となっている O 遺構、遺物は検出していない。外堀の立ち上がりとの

連続面は不明である D

調査後は休耕聞になっている O

小結

土塁周辺は砂や粘土の堆積が多く水流によるものと考えられ、 「貯水」の問題を考えるう

えで重要である O しかしその堆積時期が水城築造以前のものか、堀の堆積物なのか、または築

造後のものかはっきりしないものが多く、さらにこれらが錯綜して分布しており、整合的な解

釈を困難にしているo 今後の土塁周辺の試掘調査で堆積時期と分布を明確にしていくことで、

水城全体の構造や機能を把握する手掛かりがえられると考える O
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E 各調査地点の記録

1 第11次調査

1 ) はじめに

調査地は太宰府市大字国分235，236-1，236-2に所在し、水害の災害復旧工事にともなって窯跡

が不時発見され、立会をおこなった。窯跡の発見された位置は東木樋から約110m西の土塁上

である (Fig.21)。この部分の土塁端は他の部分に比べて、若干突出している o 調査は1986年3

月24日で山本信夫・狭川真ーが担当した。

2 ) 検出遺構 (Fig.22、Pla.l1) 

現場は水城堤の南側の斜面が滑落し、地権者によって滑落した土砂が除去された状態であっ

た。斜面には焼土が帯状に露呈しており、清掃をして観察したところ 2基以上の窯の存在が確

認された。うち l基はプランが明瞭に見られ、窯体は土塁積み土を切ってつくられたことが確

認された。窯体内に埠の存在が認められたO また、除去された土砂中に複数の平瓦と埠が採取

Fig. 21 第11次調査地位置図 0/2500)

戸、Jぅ，
h



Fig. 22 第 11;九 t川台地I>~Ht

され、これによってこの烹が市代の瓦も LくはI専を焼いた忽であったことが判明した 埼は.1:

体の構築に使IIJされた可能性もある 浅は指定地内であることから発抽!は行わなかった した

がってま:悌JEの内容は不明であるが、 1地卜式・ド骨iの可能性がある

3) 11¥ l::.j~物 j Fig.23、Pla.51、明Ji、 1， 

瓦類

I I~縄 11 の叩きを施す干瓦焼きは瓦rt

:2 4 {;U~i :2は完形を保つもので、法hIは32，0>( 20.6 . 7.4cn】 砂粒を多量に含む上をHIい、

t止さ I~ 中j、 tt 2次焼成は受けていない.3[.tn.2+X 18.0X7.2cl11 4は18.9+X17.8X7.6cll1 

II 小粘

J監物からみてこの空は公良時代の可能刊かJI::j1.、 1凶刊、のことながら、士忠 1..に烹が1t凡され

たことにより、本域の 部が生産地n止に利111された状泌を長fIることになった また脱税状泌か

ら熊の伐作品位は奥貯に近い可能性がある 水J止従1"1ft;は窯の憐築以降に削干なとを受け、北

側ι後氾した可能性カf与えられる

26 



Fig. 23 第 11次調査出土造物実~Wj図 0/4)
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2 第 12次調査

1 ) 遺跡の位置 (Fig.24、Pla.12)

調査地は太宰府市大字吉松118に所在する O 分譲住宅建築にともなって調査を実施した。調

査対象面積は 1106m2、発掘面積は 180m2で、ある。調査期間は 1983年 11 月 2 日 ~11 月 22 日で LIJ本信

夫が調査を担当した。

2 ) 土層 (Fig.26)

現代の水田耕作土=表土(1)の下には、灰色砂 (5~8 ， 12 ， 14) が堆積している O ここからは

白磁椀1V類、龍泉窯系青磁椀15・bが出土しており、中世の堆積といえるo この下層は青灰色粘

質土(18，19，20，24) をはさんで 8世紀代の須恵器と瓦を包含する茶色粗砂 (21) の堆積がある D

これより下層は灰色粗砂 (22) の無遺物層となっている。

3 ) 検出遺構 (Fig.25、Pla.12)

12SX001 

調査区の北側で検出した窪み状の遺構で、灰色砂層から切り込んでいる O 埋土は灰色粗砂の

Fig. 24 第12次調査地位置図 0/2500)
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NW 

22.10 m 

SE 

2m 

NW SE 

14灰白色砂(粘土と砂交]Iに堆積 21灰色:f.!l砂
15. ，火色粘 f'l二~ 2~ 茶褐色砂傑
16.灰褐色粘土 23灰白色砂際
17. 暗灰色砂 24背灰色粘質土
18. 黄色t'r5~L 25茶色砂
19.茶灰色網11砂
20. s;i灰色細砂 ※9~11 、 13 、 16 、 17は 12SXOOI 辺二lこ

第12次調査西壁土層断而厄I(1/50) 

7.茶褐色砂'tU'.
ll.'火色制砂
9. A音灰色粘jプロック
10故灰色微砂
II黙灰色刺11砂
12.賞茶色砂
13灰色砂磯

Fig. 26 

水域12次
1.君主二I~
2. H音質褐色.:1:.
3.茶灰色こ!こ
4. i炎黄茶色:1
5.黒灰色制砂
6‘淡灰色粘土

堆積である O 出土土器から 9世紀以降の堆積と思われる O

4 ) 出土遺物 (Fig.27、Pla.52、別表1. 2) 

黒色土器

2は黒色土器A類の小棄で内而にミガキの痕跡を残す O 口径は12.4cm、残存高さは4.0αno青

灰色粘土層出土。

須恵器

l は杯c。残存高さは2.3cm、底径7.6cm。青灰色粘土層出土O

瓦類

4は斜格子のタタキを施す平瓦で焼きは須恵、質。 3は縄自のタタキを施す平瓦で焼きは瓦質。

ハU今、u

二点とも青灰色粘土層出土。

石器



X
L
 

ド十一-r
。 10cm 

勺、とご 三:

寝起jJ:!?3

5cm 

Fig. 27 第12次説l査出土遺物実iMIJ図 0/3・2/3・1/4)

5は安山岩の横長剥片を素材とした二次加工(リタッチ)を持つ剥片石器。あまり表面は風

化していない。 5.8x 8.0 X 1.6Cl11o 青灰色粘土層出土。

5 ) 小結

調査自体は水城堤の内堀存否の問題と堤が欠落している部分の土層の状況確認が主たる目的

であった。設定したトレンチの土層断面の所見から、水城に近いほうで土層が変化しているこ

とが確認されたが、この土層変化が主塁に関わるか否かは、結局今回の調査ではt目屋できなかっ

た。最下層で確認した灰色粗砂層 (Fig3-22) は自然、の沖積作用により形成された無遺物層で、

古代もしくはそれ以前のものと思われる o この沖積層の下流側である北東方向は水城の堤が欠

落している箇所にあたるが、今回の調査のみでは時期的、構造的に堤の欠落を説明することは

難しい。
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3 第13次調査

1 )はじめに

④ 

調査地は、太

宰府市大字国分

字衣掛240・3、4

で、個人住宅建

設に先だって発

掘調査を実施し

た。調査面積は

113ばであるが、

諸事情から最下

層まで掘り下げ
Fig. 28 第13次調査遺構配置図(1/200・磁北)

られたのはわず、か18ぱにすぎなし、現地での調査は、 1986年 4月1日から 4月11日まで行ない、

狭川真ーが担当した。

2 )層位 (Fig.29、Pla.14)

現在の水田面を

除去すると、この

水田を作る際の整

地面(淡黄色粘土)

があり、かなりよ

く絞まった土層で

3 
6 5 

9 

ある O その直下は l 朝日こ 7 賞制色枯土 I:~ 賞茶色砂土 ※15-17...J;iSD001埋土

2 床土 8 /.以褐色粘土 14 黒灰色粘土

上位から順に灰色 3 i脱色粘土 9 茶褐色粘土 15 明阪会砂礁土
音灰色砂質土 10 茶色砂土 16 灰巳

5 暗賞褐色土 11 暗灰色粘土 17 附灰和砂土

砂質土層、黄褐色 fi 灰色砂町ー 12 明以色紗土 18 賞色福山地LlJl

粘土層、灰褐色粘 Fig. 29 第13次調査区西壁土層断面図 0/50)

質土層、茶褐色粘土層、茶色砂層、暗灰色粘土層が堆積し、黄色粘土の地山に達する。調査区

内の南側では緩やかな傾斜地形になっており、その部分では地山と暗灰色粘土層の聞に、上か

ら明灰色砂層、黄茶色砂層、黒灰色粘質土層が堆積している。浅い流路の一部である可能性が

考えられる。また、溝遺構は地山から切り込んでいる o

3 )遺構
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1380001 (Fig.29、Pla.13・14 ) 

幅1.1m、深さ約O.3mの溝で、あるo 長さO.3m分を検出したにすぎなし」流れは東から西方向

である O 埋土は上から明灰色砂際層、淡灰色粘土、暗灰色砂層の堆積で、かなりの流れがあっ

たことを窺わせる D ただ、堆積土は検出した溝遺構のなかで完結しない状況であり、本来の溝

の規模はこれよりさらに北に広がっていたことが窺え、今回の検出部分はその一部である可能

性が強い。

4 )出土遺物 (Fig.30、PlaS2、別表 1) 

1380001出土土 1350001(1・2)

器宍
弥生土器

斐(1・2) 1 

は口径32.0cmに復

原される。 2は底

部の資料 で 、 径

6.8cmに復元される O

灰色砂層出土土

器

L」:::;CJ

¥一 7
て南ノ

茶褐色粘土層(8)

てて

白磁

椀 (3) 口径

17.0cmで、口縁部

は外反している D

柚は灰色味をおび

た淡緑色で透明な

ものである。 VI類

まfこはVII妻員。

青磁

椀 (4) 口径

16.0cmで、内面に箆

書きの文様がある O

利は灰色味をおび

た緑黄色で透明な

ものである O 龍泉窯系1-4類。

川
川
は
!

穐
山
川
切

ハ
v
l
U
爪
山
川
W

灰褐色粘土層(5-7)

一 - p

5 。

yj 7:; 
8 

¥ |γ  

汁一一 一一 ¥? 
。

Fig. 30 第13次調査出土土器実視1]医I(1/3) 

10cm 

令
市
d

ヲ
可
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灰褐色粘土層出土土器

白磁

水注 (5) 把手部の残欠である O 残存する長さは6.3cm、幅1.6cmを測る O 把手の上部に蕨手

状の装飾を有する O 紬は残存部分の全面に施され、やや空色味を帯びた透明利でやわらかな光

沢がある O 胎土は軟質ながら微密、精良で、若干灰色味をおびた白色を呈している o 1965年に

河北省曲陽県許城から出土した白磁水注(五代)の把手に同様の類例を求めることができる O

青磁

椀 (6) やや灰色味をおびた緑色の刺で、やわらかな光沢がある O 越1+1窯系青磁椀I類また

は初期高麗青磁と思われる O

土製品

土錘 (7) 現存長5.8cm、径1.9cmで、中心に径O.7cmの貫通する孔がある O 両端部ともに欠

失する O

茶褐色粘土層出土土器

弥生土器

8は、口径30.6cmに御原されるカ亦片のためやや精度カ懇い。高杯の口縁部の可能性がある。

茶色砂層出土土器

弥生土器

9は口径約20.0cmに復原される O 高杯の可能性がある o 10は歪で、口径28.0cmを測る D

5 )小結

調査面積が狭小のため、まとまった成果は語れない。検出された溝は、出土土器から弥生時

代中期に形成されたものと思われ、その上面にかぶる茶褐色粘土層までは同時期の遺物で占め

られるo これより上位の堆積層は、陶磁器が若干量出土しており中世まで下るものである。た

だ、灰褐色粘土層はそれよりやや古い傾向がみられ、平安時代まで遡る可能性を考えておきた

し)0

調査地は水城跡、から約50m離れた地点で、内堀の一部が検出される可能性も考えられたが、

この地点では明らかにできなかった。なお、太宰府市のこれまでの調査で弥生時代中期に属す

る遺構は、この地点から東側にやや離れた国分松本遺跡(筑前回分尼寺跡周辺)で集落の一部

が調査されており、参考になろう O
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1 )はじめに

調査地は、太宰府市大字吉松字

原ノ下123-1で、住宅建設に先だっ

て発掘調査を実施した。調査地南

半分は砂層の堆積のみであったた

め、北側を中心に調査区を設定し

た。調査面積は110m
2で、ある O 現地

での調査は、 1986年10月28日から

11月5日まで行ない、狭川真ーが

担当した。

4 第14次調査
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遺構が穿たれる地盤は、黄色粘質土や灰黄色土、白色粘土の粗い水平堆積の様相を呈する O

遺構の南側では、黄色粘質土などが堆積するがそれ以南は明らかではない。遺構の北側の地盤

については、水城の積み土で、ある可能性も考えられる。

3 )遺構

1480001 (Fig.32・33、Pla.16)

水城に平行して構築された溝遺構である。検出長約 7.5m 、 ~J高4.5~7.5m を測る D 溝の肩は調

査区の西側で安定した状況を呈しているが、中央部分ではかなり乱れている O 底面も大きく乱
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れており、流れによる侵食作用を思わせる。遺構内の堆積は、大きく分けると上面から}IJ買に茶

白色砂層(上下に分層)、黒灰色粘土層、灰白色砂層、明茶色砂層となる。これらの砂層から

かなりの流れがあったものと想定され

1480001茶白色砂層下層出土土器

須恵器

杯 c (4) 口径 13.0cm、器高

4.1cm、高台径9.3cm。高台は台形状を

呈し、底部のやや外方に貼り付けられ

るO 体部はヨコナデで仕上げられる o

1480001灰白色砂層出土土器

須恵器

蓋(5) 天井部は回転ヘラケズリ

される D 体部中位に沈線状の軽い段が

巡る。

1480001明茶色砂層出土主器

須恵器

蓋 (6) 口径14.2cmに復原される O 体部中位に沈線状の軽い段が巡る O

るが、埋没までには淀んでいた時期も

存在していたことが黒灰色粘土層の存

在から窺われる D

4 )出土遺物

土器 (Fig.34、Pla.53、別表 1・2) 

1480001茶白色砂層上層出土土器

須恵器

蓋(1) 宝珠形のつまみを有する

もので、天井部は回転ヘラケズリ調整。

杯 c (2) 高台径8.4cmを測る O 高

台の汗舛犬は四角形で低めのものである O

底部と体部の境目は不明瞭で丸みを帯

びているo

杯a(3) 底部は回転ヘラ切りで終

わっているo 底部径IO.8cm。
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Fig. 32 第14次調査遺構配置図 0/200)
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木器

14SDOO 1黒灰

色粘土層出土木

製品 (Fig.35、別

表3) 

チップ材 (1~ 

10) 長さ 5.6~

18.1cm 、 IIJìii2.6~

6.4cm、厚さ 0.4

~1.9cmを測る。

ほとんどの材の

両小口部分に、

-・過拘周(l".Ifl:，"吋硲/1
1.lsnOOI 
~(I色砂財 i 制 8-11 
!lif'色鯵暢ト柄 12'16 
出版色帖 1附 刷 13-15・17
/oJt(I!!!帥¥f..・22
瑚1';色紗肘 19 ・ 2:1-~

12f)JJ'i(1 

Fig. 33 14SDOOl土層断面図(1/50)

~~.:. ~ユ三JJ
\~二:::::::J 型ヨ二

f 一一一一一一「寸 、
¥ ~_._-ご二二ごご二ごごごご土

(存壬会全Eデご iミ弐ミ

茶白色砂層上層(l~3)

。 10cm 

Fig. 34 14SDOOl各層出土土器実測位I0/3) 

工具によってカットされた形跡がある o 7では資料の中位にも同様の痕跡が確認される。

杭(11) 直径8 .4 ~9.4cm、現存長36.8cmを測る D 表面は特に加工されておらず、樹皮を剥

いだ程度である O 先端は 3方向からカットされている O

14SD001灰白色砂層出土木製品 (Fig.36、Pla.53、別表 3) 

えぶり(1) 長さ32.7cm、幅7.8cm、厚さ2.2cmを測る。身は割板材を利用し、直線を呈す

る下縁に15箇所の山形の切り込みを入れ、歯を形成するo 歯は使用によってかなり磨耗してい

るが中央部分が特に擦り減っている O 両肩は丸みを帯び、中央やや上寄りに台形状の柄孔を穿

つo 孔内には柄の先端部が残存している O 柄の装着角度は、前面に対して約77
0

の角度を有す

るO 柄の前面から模として別の木片が打ち込まれている O 棋に利用される木片は、長さ

5.0cm、幅1. 1cm、厚さ 0.15~0.3cmで先細りの形状を呈している。また、歯部近くに長さ4cm、

幅Icmで、方形の穿孔があるが、この製品の用途からみて廃棄後に穿たれたものと思われる。

ウ

/

ヲ
、
d
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気ffiUIm
10cm 

Fig. 35 14SD001黒灰色粘土層出土木製品実~WJEき1 0/4) 

杭 (2、3) 2 は長さ 30.2cm、直径4.0~4.2cmを測る O 表面は樹皮が残り、先端は上方から

数回に分けて削り込みを行なっている o 3は、長さ56.2cm、直径3.3cmを測るo 先端は上方か

ら削り込んで成形し、末端は簡単に面を整える O 表面には樹皮が観察される O

チップ材 (4~2 l) 大小様々なチップ材である。長さ 4.6~ 15.5cm、幅2.1~7.5cm、厚さ 0.6

~ 1.9cmを測る o ほとんどの材の両小口部分に、工具によってカットされた形跡がある o 7~9 、

15には小口以外の部分にもカット面が確認されるo

1480001明茶色砂層出土木製品 (Fig.37・38、別表3) 

チップ材 (1~34) 1 ~32は、長さ 5.9~28.8cm、幅1.8~2.6cm、厚さ 0.5~7.3cmを測る O ほ

とんどの材の両小口部分に、工具によってカットされた形跡がある O 小口以外の部分にもカット

面の確認される資料が多くある o 特に 9は3商が丁寧に削られており、なんらかの製品の一部
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である可能性もある o 33は、長さ 10.3cm、11I高3.6cm、厚さ3.2cmを測る O ほとんど全体にわたっ

てカット面が確認されるが、杭の加工に伴って出たチップ材とみられる。 34は角材のチップで、

長さ 13.3cm、幅12.6cm、厚さ7.3cmを測る O 斜め方向に細かな削り込みが確認される O

杵 (35) 最大径6.0cmを測るもので、杵の一部と判断される。

杭 (36-38) 36の先端は I方向からのカットである o 37の先端は2方向からカットされ、

最先端部分は未だ平坦部が残っていることから、未製品の可能性もある O

石器 (Fig.39、Pla.53)

lは、黒曜石の刺片で、床土出

土。 2は、安山岩の石鍛で扶りは

深い。 14S0001茶白色砂層上層出土。

5 )小結

検出した遺構は、水城に平行し 〈こご〉 0 5m くご〉

て流れる溝遺構 (14S000 1)のみ

であった。しかしながら、この地 Fig. 39 第 14次調査出土石総実~~III玄I (2/3) 

点は水城の南イ則に接している点で、この遺構が内堀の一部である可能性を窺わせるものである O

溝の年代は、出土土器を見るかぎり、溝下層の明茶色砂層、その上の灰白色砂層ともに水城構

築時期とされる天智朝よりも古い様相を呈している O しかし、出土した木器は農具の一部を含

むもののチップ材が多数を占め、この付近で何らかの土作行為が行なわれたことを窺わせるも

のである D 木製品の多くは、最下層の明茶色砂層からその上位の黒灰色粘土層にわたって検出

されており、工作行為の時期が溝出現の早い段階で行なわれていたことを物語っている O

この調査地点の西側隣接地は、木樋を検出した第17次調査地点であり、水の流れが西から東

(17次側から 14次側)であることも併せて、木樋建設に関係する木片の可能性も考えておきた

い。したがって、これらの層の年代は 6 世紀-7 世紀中頃までの範囲で考えておきたし ~o

また、溝の最終埋没時期であるが、 tl~1土遺物の傾向では遺構最上層である茶白色砂層から 8

世紀前半から中頃の遺物が出土しており、これより新しいものを含まないことから、ここでは

一応最終埋没を奈良時代の中頃前後に考えておきたい。

このことから溝の性格として水域内堀が妥当か否か問題となるが、この部分のみの調査所見

で結論付けることは難しく、周辺の調査所見と併せて慎重に検討すべき遺構であることを確認

して結びとしたい。
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5 第 15次調査

1 )はじめに

調査地は、太宰府市大字吉松字梨184・2外で、住宅建設に先だって調査を実施した。調査地

は水城跡に隣接する部分で 2箇所(字梨184-2を第15-1次調査、同185-1・185-6. 185-12を第15-

2次調査とする)と約50m離れた地点 1箇所(字松本205-1. 206-1の各一部を第15-3次調査とす

る)の計 3箇所にトレンチを設定した。現地での調査は、 1986年 10月27・28日と 11月10日に行

ない、狭川真ーが担当した。また、字梨184・1・184-2でこの折に不明であった部分に再度トレ

ンチを設けて補足調査を行なった。この調査については1993年 7月22日に行ない、中島恒次郎

が担当した。

Fig. 40 第15次調査卜レンチ位置図(1/2000、細部分は特別史跡指定地)

2 )各地点の概要 (Fig.40、Pla.17)

第15-1次調査

水城の土手に沿って 3 箇所のトレンチを設定した(仮に北東から 1~3 トレンチと呼称す

る) 0 すべてのトレンチで砂の堆積層を確認しただけにとどまるが、 3トレンチで、は水城に近

い位置で黄茶色粘土の地山を検出し、南但IJに傾斜する部分を確認した。砂層の堆積はこの上に

確認され、下から茶色砂層、白色砂層、暗青灰色粘質土層などが堆積する O

また補足として行なった調査では、最初のトレンチよりさらに南側へ延長した部分まで地下

の確認を行なった(仮に A~C トレンチと呼称する) 0 この部分で最も西側に設定したCトレ
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ンチと中央のBトレンチでは、水城土手裾部分から南へ約6mの地点で、黄色粘土の立ち上がりが

認められた。先の調査と併せて幅 4~5m程度の流路の存在が想定される O さらに、 B トレン

チではその立ち上がり部分から南側数mの地点で再度段落ちが確認され、砂が幾層も堆積して

いたことから別の流路の存在が想定される o この所見をもとに東端のAトレンチをみるといず

れの延長上にも立ち上がりは確認できず、すべて砂の堆積層で形成されていた。おそらく両溝

が切り合って重なり合った状況なのであろう。切り合い関係は明確にはできていない。また遺

物も出土しなかった。

第15-2次調査

3 箇所にトレンチを設定した (4~6 トレンチ) 0 いずれも表土下は暗灰色の粘土層で、さら

にその下に白色砂層、茶色砂層などが堆積していた。白色砂層からは須恵器斐片が、茶色砂層

からは土師器片がそれぞれ出土した。

第15・3次調査

4 箇所にトレンチを設定した (7~ 1Oトレンチ) 0 最も北側の 7トレンチでは茶白色粘土の

地山とみられる安定面が確認されたが、そのすぐ南に設けた 8トレンチでは、南に向かつて段

落ちが確認された。落ち部分には暗白色砂層、灰色砂層などが堆積していた。また南側 2箇所

のトレンチ (9・10トレンチ)では、表土下に暗白色砂層、灰色砂層、茶色砂層、黄色粘土層、

茶白色砂層、明青灰色粘土層の順に堆積していたが、遺物は出土していない。

3 )小結

今回の調査では、 トレンチのほとんどが砂や粘土などの堆積を確認した程度であるが、水城

の土手に近接する位置にそれに沿う状況で流路が確認されたことは、水城内堀の存在有無を検

討するうえで貴重な所見を得たものと言えるo しかしながら、調査はいづれも狭いトレンチで

行なっているため、機会があればこの地区は全而的な発掘調査を実施することが望まれる。
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6 第 16次調査

1 )はじめに

調査地は太宰府市大字国分字衣掛185に所在し、共同住宅のi浄争化槽設置にともない調査を

実施した口

1口2mぱdで、あるo

2 )層位 (Fig.41、Pla.18)

土層の状況は上から、現代の遺物を含む黒灰色士、近世後期から近代にかけての遺物を含

む茶褐色土(以上 2層は表土と併記され遺物が取り上げられた。)が堆積し、その下位に後述

する整地層 (16SX025) を切り込む遺構群(上層遺構)がある O この面では調査区の北側が

敷地境であったことから、東西方向の溝(16SDOO1)等が見られる o その下にピットを中心

とした遺構が検出さ、れた D 遺構の乗る基盤層は四王寺山から派生した花岡岩風化土層である

が、調査区の南側には古代に形成されたと思われる整地層が存在する O

3)遺構 (Fig.41、Pla.18)

16S0001 

調査区の北側を東西に横切る溝状遺構で、おおまかに上位に茶灰色士、下位に暗灰色土が堆積

している口下位の暗灰色土は粘質味を帯び木材などの植物遺存体を包含する。木材の一部は杭

で支えられ、護岸を意図したものか。

明治前半期をわずかに含み江戸時代後半期を主体とする遺物が出土した。

16SX025. 

調査区南側に広がる厚さ約20cmの土層で、黄茶色土(上層)と灰茶色土(下層)から成る O

整地層と認識している。黄茶色土は西壁付近では北に傾いて堆積している。遺物は 8世紀中頃

以降の奈良時代のものが出土している O その他、多くのピットや土坑状の遺構が検出された

が、調査区が狭小のため多くを語りえない。これらの内、 16SX002. 007・009・011・012・

029・031は古代の、 16SX016・018は中世の所産と思われる O

4 )遺物 (Fig.42~48 、 Pla.53----58、別表 1 ・ 2 ) 

須恵器

lは蓋30 2----4・58・59は杯Co 5は外底部に粗い手持ちのケズリを残す杯。 58は外底部に

粗いケズリを残す。 60は皿。

瓦

c
J
 

d
守



7 は外区に珠文を持つ軒平瓦。 8~ 1Oは平瓦。やや軟質で、 9 のみが硬質。 8 は黒色を呈

し他は灰色。

61は内区に 1+4+8の珠文を持つ鴻臆館式の軒丸瓦。 50は総イプシの近世以降のものO

埠

11 ~16は無文埠。ほとんど破片である o 須恵質の灰色のものと瓦質の乳灰色のものとがあ

るo 11は硬い須恵質で表面に粗いナデが残る o 62は厚さ6.4cmo 硬い須恵質で表面に粗いナ

デが残る O

西壁土層
1.黒灰色土
2茶褐色土
3.D音灰色:1". (カクラン?) 
4.時茶jポ色土 (18SX∞1)
5茶灰色土(茶色プロック多L、。 ISSXOOI)
6陪灰色土(l8SXOOI)
7.灰色士(l8SXOI7)
日黄茶色土 (IRSX025)
9灰茶色土 (18SX025下回)

2m 

上層面

ピ三宝ご

②今
下層面

Fig. 41 第16次制査遺構実iRIJ[玄[ (1/60・餓北)
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o 10cm 

土師器

32~34は杯b o 33の内閣に黒色の付着物が見られる O

油の痕跡か。

染付磁器

17~20は小椀。 21 は蕎麦猪口。 22~24は大皿、 25

は方肌。 絵がらは手書きのほかコンニャク版 (20)

がある。 23は底部が蛇の目になる o 22は胎土の発色

が灰色味を帯びる o 35は割り込み高台を持つ椀。呉

須は青灰色で、胎土は組い白色。明代の所産か。 42は

呉須の発色がくすんだ青色を呈す。 43は椀で割れ口

に漆接ぎの痕跡がある広東椀。 見込の文様は手描き o

ハヨ

「
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J

一
¥
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、
~
工
山
一

J
J
j
h
h
h
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J

色
白
日
ン
ヘ

一
一
|
六
回
吋
・

μ
日
小
山

阪勿12

11 

¥ー一上=グ6

10cm 
孟下

~~---13 

51は丸椀で外底部に「福」のくずし字あり o 52は血
Fig. 42 第 16次調査IJ!J土泣物実 iM1J1~I(l)

で、焼成後に緑、青色を加色する o 64~69は丸椀。 680/3・1/4)

7
J
 

d
守
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。
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Fig， 44 第16次調査出土遺物実測図(3)(1/3・1/4)

38 

lOcm 

はコンニャク版。 66は二次焼成を受け、器商が荒れる o 71 ~75は皿。 71 は洗杯の口縁か。 74

は呉須がごく薄く灰色味を帯びる口

印版手(プリント)は表土層からかなりの量が出土しているが、今回は割愛した。

全体的に肥前系と考えられるものが多く、器型から 18世紀以降のものが主体を占めている D

特に、 19世紀中葉前後のものが多い。

白磁

26は角型の高台を持つ椀。紬調は淡緑色味を帯びる076は丸椀、 14は体部が直線的になるも

のo 78は型抜きの紅肌。 45は杯もしくは皿o 46は底部内面が輪状に粕ハギされる O
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Fig. 45 第16次調査出土遺物実視IJ図(4)0/3・1/4)
陶器

27・28は椀。胎土がやや軟質。 27は茶色の紬に白色の刷毛をかける o 28は透明紬に赤、緑

で加色する o 29・30は揺り鉢。両者とも無紬で、 29は硬質で茶色、 30は須恵質で灰褐色を呈

す。 36は褐色紬の斐。 37は割り込み高台を持つ杯。灰色を呈す。 3つの目跡がある o 47---49 

は揺り鉢。赤~褐色を呈し、 48のみ軟質。 49はやや須恵質。すべて無利。 53・54は天目に近

い褐色粕の椀。 56は刷毛手の椀。 6は褐色を呈す無紬陶。 57は口縁端部のみに褐色粕をかけ

る揺り鉢。 79---86は椀。 79・80は灰色系の、 81---83は緑色系の粕がかかる o 85・86は刷毛手

の仕上げ。 87は植木鉢で淡緑色紬。 88---90は壷で褐色の紬がかかる o 88の胎土は赤褐色で軟

質。 90は大型。 91は大型のこね鉢で、刷毛手。 93は鉢で92には緑灰色の粕がかかる o 93は赤茶

色を呈す無利で硬質の揺り鉢。 94は器種不明。緑灰色紬がかかる。
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第16次調査出土遺物実mlJ凶(5) (1/3・2/3・1/4)Fig. 46 

内外でハケの IIJ~が異なる。淡灰色を呈す。

金属器

銅銭 (31) 

「賓」字の「貝」の下が「ス」になる、いわゆる古

寛永通賓 (1636年~)。

棄。

瓦質土器

38は大

57 

c
J
 

| 

r二~\

V .---/ 63 

0 3目cm



73 

¥「仁ず:← 15=マ:

~~n( ノ

Fig. 47 第16次調査出土造物実測図(6)0/3) 
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第16次調査遺物出土地点、法量一覧

出土地点一覧

Fig.42、1~11 は表土層o Fig.42 、 12~16， Fig .43 、 17~31 は 16SXOO10 Fig.44、32は16SXOl6o33は

16SX018o 34は表土層o35は16SX023o36は16SX006o37は16SX004o38は16SX005o39・40

は16SX025下層。 41は16SX027o42 ~49は暗灰色粘土層。 51 ~56 ・ 63は黒灰色土。 64~93は表

土層出土。

法量一覧(口径一器高一底径または天上部径の順 欠損は+α 単位cm)

1 (15.1-1.4+α ー)2 (-3.1+α-9.3) 3 (-1.9+α-8.5) 4 (-2.3+α-8.7) 5 (-2.4+α-8.1) 6 (-0.8+ 

α-5.0) 8 (・2.2-)9 (・2.2・) 10 (-2.0~) 11 (-6.7-) 14 (-7.3-) 16 (-6.5-) 17 (・2.7+α-3.9) 19 

(-2.4+α-6.0) 20 (・2.7+α-3.8)21 (8.4・5.3+α-)22 (-1.7+α-10.9) 23 (-2.0+α-11.3) 24 (-

2.6+α-11.0) 25 (-2.5-12.8) 26 (ー2.4+α-5.4)27 (-3.1+α ・4.0)28 (12.6-3.7+α ー)30 (-4.2+ 

α-5.1) 31 (2.5-0.15) 32 (-1.2+α-5.8) 33 (-1.7+α-4.6) 34 (-0.7+α-6.9) 35 (ー1.8+α-5.2)

36 (-7.2+α・12.8)37 (9.5-3.8-4.9) 42 (8.8-5.8-3.8) 43 (11.6-6.8-6.2) 44 (・2.0+α ー7.1)45 (-

2.1+α-4.0) 46 (-2.4+α-3.0) 47 (-6.2+α-11.0) 48 (-5.2+α-12.1) 49 (-7.2+α-10.4) 51 (-

2.3+α-4.5) 52 (ー1.8+α ー11.3)53 (-3.5+α-3.8) 54 (-1.9+α-3.3) 63 (6.5+α-5.5-1.8) 64 (-

2.5+α ・3.8)65 (7.4-3.3-2.2) 66 (8.0-5.0-3.6) 67 (11.0-6.2-4.6) 68 (9.8・5.1-4.4)69 (13.6-

4.0+α ー) 70 (14.8・3.3+α ー)72 (-2.3+α-8.4) 73 (-2.9+α ー10.6)74 (-2.5+α-7.0) 75 (ー1.1+

αー11.8)76 (-3.4+α-3.6) 77 (-2.3+α ・4.0)78 (4.2-1.2・1.2)79 (-2.4+α-6.0) 80 (ー2.6+α-

5.1) 81 (9.2・3.1+α-)82 (9.7-5.4-5.2) 83 (-3.5+α-6.7) 84 (-2.8+α ・8到 85(14.8-4.7+α-) 

86 (16.6-3.2+α ー)88 (8.7-2.0+α-) 89 (14.2-8.4+α ー)90 (28.2-4.0+α ー)92 (30.2・9.6+α-)

93 (23.2-8.5+α-) 94 (-8.3+α ー15.6)

第18次調査遺物出土地点、法量一覧のつづき(103ページより)

27 (1.3-8.9-+α) 28 (18.0・1.6・14.3)29 (17.4・2.2・14.4)30 (14.4・1.8・11.4)32 (5.7+α-9.0+α 

-2.0) 36 (17.2-3.1+α) 49 (-6.3・)50 (-5.8-) 51 (-5.0? -) 52 (-4.7-) 53 (る.8-)54 (ー7.5-

18.4) 55 (-5.2-18.0) 56 (-5.4-) 57 (・5.0-)58 (-6.4-) 59 (-7.7-) 60 (-5.1-) 61 (30.0・7.0+α

-) 62 (9.4-2.8-8.0) 64 (1l.2-3.2+α ・) 65 (9.4・4.5・3.8)66 (8.4-5.0-3.2) 67 (9.4-5.6・3.8)68 

(8.0・3.7+α-)69 (6.2-3.2+α-) 70 (・2.0+α ー7.8)71 (10.4-3.3-4.8) 72 (13.8-2.6+α ー) 73 (-

2.3+α-16.4) 74 (-1.5+α-7.8) 76 (-3.7+α-3.6) 77 (-5.0+α-5.4) 78 (30.0-10.4・14.4)79 

(8.8-9.2・9.4)80 (12.0-2.5・7.6)81 (10.0・2.3-8.2)82 (-1.8+α-8.8) 83 (・2.5+α ・3.4)84 (-

3.5+α ・3.0)85 (10.4-4.0+α ・) 86 (11.6-3.0+α-) 87 (10.2・6.1-4.2)88 (10.2・2.2-4.0)90 

(3.8・1.2)92 (9.3-6.0-3.2) 93 (9.2-3.4・3.4)94 (11.0-1.8-6.7) 95 (10.4-1.9+α ・)96 (25.0・

9.7-11.0) 98 (-9.2・) 102 (6.6・0.5・5.2)
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7 第 17次調査

遺跡の位置 (Fig.49)

水城跡第17・卜 2次調査位置は太宰府市大字吉松字松本196-1、197、139-卜 2、139・140の地番

で139は水城築堤部分(指定地内)にあたる O 水城跡は、御笠川を挟んで国分側(東側) と吉松

側(西側)に分断されているが、今回の調査地点は、御笠川から約300m西側の位置で、ある O

調査対象面積は2400ぱ。発掘商積は17-1次調査417.61m
2 
(保存面積107.06m

2
) 、17-2次調査

377.615m
2
、言十795m

2

0

調査期間は1990.8.6~ 1991.1.9。調査原因は共同住宅建設に伴なう緊急調査、および緊急調査に

ひき続く重要遺跡確認調査である O

調査は山本信夫・城戸康利・緒方俊輔が担当し、他に大坪聖子(国学院大学学生)が参加した。

2 ) 調査経過

この地については、 1989年に建物建築申請に伴なう試掘調査を行ない、その結果遺構が確認さ

l1、、、 H¥ し----ご-'、L__一J

Lしい、i1!i川i〆"lFl一一「、 c:-、~、〆ぺ寸門門戸
ド川¥¥し_.Jド.コ レごイ:ヴ?n:i 1「戸J lれ:""'吋奇ごふ〉吋よ
一一、 1υι-i (_) ，，) ~ ~ LJ '，-'，!~ r.J }&~ 
ぐ;ノ ¥6) にULニフ ¥._i ¥; '.._./" 

第17次調査区位置凶(1/2500)
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れたので本調査に到ったものである。試掘溝はFig.49に示すように水城築堤の基底部裾から内側

(南側)に設定した。これは水城基底部の内側に対して、従来より内掘の存在の有無が論議され

てきた点を考慮したものである O

遺構が検出されたのは基底部裾に接した南北幅10m程の部分で、黄褐色粘土あるいは茶灰色の

堅い地盤上に溝、少数のビット、それに6m前後の広い整地状の凹みが掘り込まれている O この

凹みは本調査の段階で木樋に伴なう掘り込みである事が判明した。なお、これより南側は中世以

降の深い堆積となっており、遺構は検出されなかった。

文化庁・県教育委員会と協議を行なった結果、本調査は開発部分 (17・1次)に加えて木樋の北

側延長部分(17-2次)についても行なうこととした。

3 )検出遺構 (Fig.50・51、Pla.19・20)

土層 (Fig.50)

17・1次は水城基底部より南側の水田であり、レベルは一段下がるo 水城に近い部分は表土下

20cmで、地山面に達する O この地山は約10m南で、切れ、これ以南は、上から表土以下1m程の堆積

層、茶灰色粗砂層、砂と粘土が交互に堆積する無遺物層が堆積している O 木樋取水口17SXOOID

付近においても同様な堆積を示すが、ここでは地山との境に水城よりも古期の溝17SDOlOを確認

した。 17SDOlOと表土直下の堆積層との聞には暗灰色粘土が、その上は灰色砂が堆積する。これ

らは木樋南側に7~8世紀の間堆積した層である。この部分よりさらに南側については別に試掘を

行なっているが、灰茶色系の砂層が連続している状況で遺構と捉えうるものはない。

地山面で検出された主要な遺構は、木樋取水口施設17SXOOIA、木樋抜き取り溝17SXOOIB、溝

口SDOlO、 17SD012、小ピット SX007・008・005、新期の小ビットである o その他17SXOI3は凹

み状の堆積で、 17SXOOlBの最終埋没土と考えられる。下層をA、上層をBとする o 17SD009は

SXOOIBを切る最新溝(現代)である o 17SXOOIAと17SDOlOは切り合いがなく直接重複関係を導

くことはできないが、堆積j犬況などから 17SXOOIAが後出すると判断できる O

1780010 古墳時代流路で 7世紀前半代の須恵器、木製品を出土した。この流路は第14次調

査14SDOOlに連なると考える D この上にはSXOOl木樋埋没時と推定される暗灰粘土の堆積土が認

められる O

1780012 水城本体に平行して掘られた東西溝で、やや蛇行して流れる。 51m分検出した。

その肩は北側では明らかで、深く掘削された部分もあるが、南側肩は明瞭ではなく、自然堆積を

示すような状況である O 溝は木樋17SX∞lAの取水口とは直接切り合わないでその手前で止まり、

東にも延長しないが、木樋の整地上に堆積している部分が認められる O 埋没は遺物からみて 8世

紀中頃前後を下限とする O

178X001 (木樋) (Fig.52---59、Pla.21---38)
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検出状態

木樋本体の構造は過去に東門側で調査されたものを参考とする (Fig.60・61) 0 土塁を横断す

る縦樋は、取水口でこれと直交する横樋とT字形に組まれる O 横樋の両端には立柱があり、この

内側に接して小口板を立てるo 縦樋の底板は横樋の下部を通過し南側に突き出る O 今回検出した

取水口は、地山に平面T字形で縦樋底部にあたる部分のみを一段低くした掘形17SXOOIAを掘り、

掘形内部に樋を設置した後、掘形上商全体をっき固めて整地している O その後木樋の部分だけに

平岡十字形の溝17SXOOIBが掘られ、木樋は完全に抜きとられているo しかし横樋両端の立柱と

樋の底部に敷かれた枕木は抜かれずに残存していた。木樋の底板、側板材の利用がその新期柵込

みの目的であったらしし )0

平面と土層の関係

17SXOOIAは土層の色調、質から整地①と整地②に分けられる O この違いは木樋の設置に伴な

う前後の工程差を示すと考えられる o 整地①・②はFig.52~56の図中に示す。

整地①は掘形底部一面に認められ、樋を設置する際に底板下や枕木を同時に埋め込んでいる土

である O 木樋固定に伴なう最初の整地と考えられる O 青灰色味の土層が主体である O

整地②は木樋を設置した後、掘形上面まで周辺全体を一様に突き固めた層である。黒茶褐色、

黄褐色系の堅い粘土が主体である O 範囲はFig.53の網をかけた部分であるが、中間部空白は木樋

を抜き取った部分17SXOOIBであり、もとはこの部分にも存在したと思われる O

木樋取水口周辺の土層細部 (Fig.52・53、Pla.29・31・32)

土層Cl木樋堀形撃地②と 17SDOI2、さらに南側土層の関係を示す。暗灰粘土②は地山上の薄

い層で溜まり状の腐植質である O そのヒには灰色砂が堆積し、この上から切るピット 17SX002・

003がある o 暗灰粘土②は以下に示す時灰粘土①とは連続しない。

土層C2 C 1と同様な状況を示す。地山を切って流れた 17SDOIOがあり、その最上層で完形の

須恵器杯が出土した。図示していないが、この上に部分的に堆積する暗灰粘土①は出土遺物より、

8世紀中頃を下限とする o 17SXOOIBの新期掘込み土はこの上に乗る O

土層C3 C 1の南延長にほぼ相当する O 最下に地山を切って流れた17SDOIOがある O この層は

第14次調査で検出された 6 ・7世紀の溝14SDOOIに連続し、出土遺物より 7世紀前半に位置づけ

される O 整地②と方形凹みはこの砂層より新しし E。ここでは暗灰粘土①は整地②の上に堆積する。

その後、南側端は氾濫状の砂層の堆積となる O

土層C4 (Fig54) 柱穴 aの南北断面。 Fig54-A3の右側部分にあたる O 枕木は17SXOOIAの整地

①中、柱穴下部は整地①の前に埋められる O 小ピット 17SX005Aは17SX005Bの下層で検出された

ピットで、柱上部の東側に接して掘り込まれる。ここからは 13世紀前半の東播磨系須恵質土器鉢

の破片が出土している o 17SX005Bが17SX005Aと同一のピットとすれば、 17SDOOlBの年代下限
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の一つの可能性は13世紀前半以前といえ

る。しかし 17SX005Bを単に後世の堆積と

するならば、 17SX005Aと17SDOOlBの前

後関係は直接導きだせない事になる D

土層C5 木樋整地②の状況と地山、木

樋抜き取り溝17SDOOIBとの関係を示す。

土層C6 整地②、 17SD012との関係図

で、 17SD012が整地②よりも後に堆積し

た事がわかる。図右側は整地②上面から

の切り込み状の線があるが、これは整地』

層の境を示すものと思われる D ただし 2

次的に縦樋の修復・改造を行なったとみ

ればこの限りではなしυ右下層は断面B6

の堀形底部右の土質(茶色粘土)に近く、

とくに木樋の周囲を固めた土と見られる O

土層C7 横樋の抜き取り 17SX0018と

17SXOOIAの関係を示す。左は整地②とみ ¥¥--1 

ヨう

17SXOOl A 

囚整地②の範囲

自柱穴

られる。 Fig.53 木樋周辺整地状況凶

土層C8 立柱と整地の関係を見たものであるが図は割愛した。この土層においても横樋設置

後、周辺全体を整地②で固めた状況が示される O

土層C9 C6とC8間の土層で、図は割愛した。柱穴 bを埋めた後、整地②で固める O

A縦樋に対する横断面 (Fig.54・55)

Fig.55には東門側木樋から復原した木樋構造図を示す。

断面A1 東側底面には切断、加工された木片が多数あるが、ここには原位置を示す可能性のあ

るものを記入しt:.o t屈形埋土最下層の整地①に密着あるいは入り込む。木樋底板下に敷かれたと

思われるが、このょっな状況は、検出範囲内では一部に限られている O

断面A2底部東西にそれぞれ枕木を敷く O 枕木は一端が薄く加工され模状をなす。掘形中央に

この薄い方を向け傾斜させる O 枕木は整地①に入る O 東側枕木長さl.05m、幅O.3m、厚さ

O.14m。西側枕木長さO.92m、帽O.32m、厚さO.18m。

断面A3横樋中心軸線上の断面。柱穴 ab c d 、枕木、整地の作業工程が示される図である O

柱穴 cdの上部に枕木B5・87と整地①が来っていることがわかる O 柱穴 ab は枕木B2~8 と整
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地①を入れる直前には樋の掘形底面近くまで埋められており、柱穴埋土下半では柱穴内の左右の

土層がほぼ一致する O 柱穴 abの柱の内側は横樋が組込まれるのでこの部分にはもともと整地は

ない。それぞれ外側の埋土上半は横樋設置と同時に埋められた整地である o 縦樋掘形裏込め土と

土質がやや異なる O これに関連して、平面において縦樋と横樋掘形の交差する北東隅外側掘形線

の部分(.印)では切り合い状を示す線があり (pla. 30)、もしこれが切り合いならば横樋は縦

樋の後に埋められた事になる D 柱穴 cd はFig.55・A3で、見るように推定縦樋幅の両外側に接して

いる。

断面A4 掘形底面にある東西方向の不整形の浅い凹みである D なんらかの下部構造、たとえ

ば枕木をここに設置したなどが推定される o

底面B6から87の聞にはやはり短い木材が散在していて、これらも横樋の基礎にあたると思わ

れるが、レベルはB1'"'-88の枕木よりも lucm程度低い。

B横樋に対する横断面 (Fig.56・57、Pla.34'"'-37)

Fig.57には東門側木樋から復原した木樋構造図を示す。横樋底板レベルの調節には次の 2通りの

方法が見られる o (l)断面棋状を呈する小形枕木 l本を使用し、片側から木樋中央に向かつて打

ち込む方法。 (2)大型角材 1本と断面模状の薄い板 2 ・3枚を組み合わせたものo 角材は水平に

据え、その上の木樋底板との聞に模状板を噛ませて利通の両側から中央に向かつて打ち込む方法。

断面81・89 柱穴 a. bの南北断面。柵形面より上の整地②は柱穴の外部に連続し、柱とそ

の周囲を一体的に整地している D 柱穴下部→整地①→整地②の順に埋められた事がわかる O

断面82・84(1)の方法に属するo82枕木のみ採取した。

断面83・85・87・88 (2)の方法に属する O

断面86 縦樋底板に敷く長い柱状の枕木で、断両は台形に面取り加工がされている O 検出範

囲では長さ6.6+mで、北側は水城基底部内にi替っている O その北側調査区では検出されていない

ので、基底部の斜面近くで切れるのであろう (Fig.63土層2)。枕木の南端は縦樋掘形際に接し

て設置されているが、東門側木樋例を参考にすると、枕木南端まで縦樋は連続せず、断面A4の

掘形底面の凹みの位置(企印)が縦樋の末端になる O 凹みは枕木を設置した可能性が高い。枕木

法量6.6+X (0.14 ~ 0.22) X 0.14mo 

寸法・規模・各部の計測(Fig.59、Pla.31・32・35・38)

①立柱 ab 柱上部は腐植のためもとの径よりもやや小さくなっており、縦の柱腐植層が土層

断面で認められる O 柱はFig.58柱穴 aの例に示すように径0.5mの堂々としたもので、未知の上部

構造は堅固なものである事を想定させる O 柱下部の表面は丁寧な縦位方向の鈍加工痕を残す。

柱関心々距離7.15m(東門は6.67m) 0 立柱掘形は平面形隅丸方形。掘形規模、柱穴 a軸長は

東西1.7mX南北1.55m。柱穴b-軸長は東西1.45mX南北2.0mo 柱 bの下端近くには方孔が2つあ
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1.黄色斑灰褐色土
2.暗灰色砂
3.暗灰色粘土
4.淡黄色粘土;柱の腐槌)
5.茶色斑賞褐色粘土
6.目官賞褐色粘土
7.灰色斑淡茶色粘土
8.純物(木の築工ドの堆積
9.茶色斑j天青色土
10.茶黄色粘質土
11.灰色砂
12.黒灰色斑黄褐色土
'12'黒灰色味 ーーー

12"黒色斑なし、灰色砂斑
13暗茶褐色ニ1:.
14淡灰黄色粘土(柱の腐植)
15. 12"と同じ
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柱穴

37.背灰色砂質土 1 
38.淡青灰色砂質土 ! 
39.時青灰色砂 1 
40.黄色斑黒灰色砂質土 l 
41.暗黄灰色粘質:1ニ ・~一-.
42. i炎青色微砂質粘土 柱穴a

43.黒色斑背灰色砂質土 50.黒茶色斑灰色粘質土
44.黒背色粘質土 51.茶黄色粗砂質土
45淡賞灰色プロック入淡茶色砂質土 52明黄褐色砂長土
46青灰色斑灰色粗砂 53.灰色且l、 H 

47黒色斑背灰色砂質土 54.淡背反色微砂質土
48.暗灰色粘質土 55背灰色粘質土
49黒茶色斑灰青色砂質土 56.青色粘土

10 
24.600 m 

11 

23 

:34 : 

36 : 

~42: 
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10-12"' 1ト 19 整地②
22-25・27-29・31 整地①

③ 
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32.青色粘土
33.青灰色粘土
34. i炎灰黄色砂質こ1:
35青灰色粘土プロック入黒褐色土
36黒褐色粘質土
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24.60 m 

L級研JJU05;霊協普段jl:

84・「 24.60 m 

柱穴a

10-13 整整地地①① -・・・ミミ二二ZE1;二二三①〕同一..--J・... ③ 21-24 

l灰青色砂質粘土(幣地①)

85 _ 24.60 m 

③ 
六 L J B51時茶色粘土

2. T.芸灰色砂質ゴニ(腐柏こた)
黒色斑i炎背灰色粘土
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Fig. 56 木樋取水口遺構実測図(2)(横樋横断面) (1/50) 
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Fig. 57 木樋取水口復原図(2) (1/50) 
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Fig. 58 住火 a. ;t:ilの状況

1)、なかでつながっている これは筏穴ともいわれ、運搬 移動のためl別けられたものである

2立柱聞の2本の柱穴 cd これには性根はない 拘!形は千面 )f~r，~A}j )fムれ穴 abのllI.形よ

りもやや浅い llI.形焼t豆、村火 c軸長は点西O.85m lli北0.85111 位穴d軸長は束尚O.8mXJ~î北

0.9111 この 2本の 1:1)の本blnlll.形成luiは悩3.5mにわたって問問の!止I酎よりさらにO.15mfll:くなって

いる この附ii縦樋羽田形の1iJ;而恥iを示すと思われる Fig.54 1)脅し Fi g.63 j-.~1" 、 Fig.64 j-.~1) 

A .~cの数flli もこれにほぼ近し、。

え東門側木樋(Fig.60. 61) 数次の ~fil 任が行なわれ保{f'l'l.il l な l'樋が附認されている Fig.60 

にはこの寸法を記入 Lた t~tズ|は取水 IIから 10111自』北寄りのお 5 次凋 ttのものである この土

層のうち掘形紘の問題点が以卜に対比されるので仕立しておきたい

1第17次調査木樋(Fig.55. 57 . (2) 今凶の木樋の欠落を柑jうためにFig.60をもとにしてf草原し

た 第17次では立住r:司が点門側本樋よりも若下長いので、楠樋のli(板、側板はやや長くとってい

る Fig.62は第17次の木凶の基政部分を合的た構造概念図である

築堤基底部の土層

17-2次では水域築堤ト却の縦樋延長部に樋の残存の期待をかけ、発似を行なうこととした。そ

の範聞は基応部のけj側 (1付加111斜面かり土塁本体部分の予Ijiiまで約35mの長さである 2 調企の結

果、築堤部にまでf主主取り跡17SXOOIBは及んでいて、完全に樋は取り iぐられていることが1"1)D)J 

した 築堤部では17SXα)IBの 1-.1白l幅は北側で最大11.1m、 1'.1削か句の深さは5.5mに返する こ

こでは遺構出撲をさけるため全体を中f\:，~松まで Fげ、さらにこの由lで3ií~所にトレンチを入れて

17SX∞11夜l自iを出すことにした ここでは樋御形成部の枕本も残っていない 本樋の紋主取りに

は相当の手間iがかかっていると見られ、なんりかの組織的なff:閃をもって掘 ・)だ Lたと思われる

このことは.fk々 品売者の立去をつく粘呆となったが、上!丙の制然により、取本I1部分でIH1t訟

で主なかった事実が、以トのように致点下I)~りした

l版築'1I'i士、幅:ikきく 3つに分げられる それぞれを版築I'IJ'IIIとすると、下から版築

71 



I→ 11→ 111の順に積まれている。版築1. IIIは水平な堆積であるが、版築11は縦樋の周囲を埋めた土

で整地①②を含む。版築Iの上面から樋の中心部へ向かつて斜めに積まれている O

②版築下の当時の地山は一定の土層ではなく、軟弱な砂地や堅い粘土の部分がある O また積土

は本体に置かれる位置により性質、色調が異なる場合があり注意される D

各土層断面(Fig.54・63--67、Pla.22--29) 

厚い版築のある本体側(北側)から順に説明を加える O なお複雑な土層に対する理解を助ける

ためここでも略図を補足し、木樋掘形、版築積土1. IIIの厚さなどの数値を記入した。()は復原

値を示す。各図断面の位置についてはFig.63参照。

版築Iの下は旧表土があり、その下の地山は灰色砂層となるo 版築Iの下部は腐植⑨C(Fig.64) 

質、砂層、青灰色味の暗い色をした軟弱な層が主体である O 版築11の下端線はだらだらと下り、

下半の旧表土・地山に達した位置(企印)から下は直に近い傾斜面となるo この図の壁は新規抜

き取りのものであるが、木樋掘形が残存している土層3A'2においても同様であった。この屈折

点、は築堤方法を考える際重要である o 版築IIIの各層は版築J• 11の層に較べて 1層の幅が厚く、下

部より粗い積み方である点も注意を要する O 図の右下版築Iと抜き取りの境には抜き取りによる

不規則な堆積がみられる o 17SXOOIBは上下でやや土質が異なる O 中位(土層 18)以下は木葉な

どの入る腐植土である。下端の幅は2.5mで、樋掘形もほぼこれに近い数値と思われる o Fig.66・67、

①A'Bは同一トレンチ内の各面の土層である O

③A(Fig.64) この土層は①Cとは反対方向から見た図である O 基本的には⑨Cと似た状況である

ここでは木樋裏込め土が残存している D 地山を見ると東側は粗砂、西側は粘土である。版築

Iには③Cで認めたような暗く軟弱な層はない。版築11下部は黄色・黒茶色の粘土で強固に固めら

が、

れる o Fig.66・67、③B'Cは同一トレンチ内の各面の土層である O

上記した③A・①Cの聞のトレンチ土層である O ⑤Cはトレンチ内の西側土層図⑤C(Fig.65) 

で上記と同様の堆積である O 版築凹を切るかのような線が図中に示されるがこれは局部的な積土

←(1.5)一「一一→
一一一一一一一一『

(※東門立柱心々は6.67m) 
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23.呑褐色粘質土(灰色をおびる)
24. (4)に類似
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の相違であるo 版築Iは、西側では⑤Cと似た暗く組い積土であるが東側は樫色を主とするきれい

な積土となる o Fig.65・67、①A.Bは同一トレンチ内の各面の土層であるo

⑦A・C(Fig.65) ⑤と⑨の聞に入れた小トレンチ内の各面土層である。

②(Fig.63) 基底部内側の斜面の土層であるo ここでは確実な版築111は見られない。樋の掘形

ト、

l ] 吐水口

立柱

吃_¥.t:lQ -身、

、

側板

-'¥ 
0.85 
~0.88\x--

木ホゾ ムレ/

Fig.61 木樋構造図解(単位m)(関連文献8頁 25より転載・加筆)

戸、J
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底板
(2重合せ)



底部幅がここでは判

かる(3.5m)。

①(Fig.54) 17-1次

の発掘区北側土層図

である O ここは上記

した水城基底部より

一段低いので、地山

以下の樋掘形が判か

る程度である o 掘形

底部幅は3.1rriで、ある O

抜き取り溝の下層は

木材片や木葉が多い。

以上の樋横断面

(水城と平行断面)

に対して、樋の縦断 Fig. 62 第17次調査木樋取水音1)復原見取図

方向(水城の横断面)の部分土層をFig.67の③B.①B.⑦B・①Bに示す。

木樋縦断線の勾配(Fig.68)

立柱

①東門側木樋(Fig.68) 昭和 5年(1930)の調査による成果では取水口から北(外側)へのmまで

勾配1/394、そこからさらに北側の吐水口までの16.5m'ま急勾配で 1/14と報告された。ところが第

5・8次調査の結果では別の数値が報告されている O 取水口(8次)と 5次の最北端の縦樋底板

の間で勾配は1/278であるとされる O

②17次木樋 木樋が残存していないので、縦樋中央下の長い枕木上面 (Fig.56-B6)と木樋掘形

底部レベルから推定する。枕木は、北端と横樋中軸上を測点とした。その結果、勾配は1/43とな

る。いっぽう木樋掘形底部では、勾配は1/46と枕木部分に近似する O このことから 1/40----1/50前

後の数値を 17次木樋の縦断勾配として採用して良いと考える O

木樋と版築工程の復原(Fig.69)

土層の堆積状況から 2通りの版築工程が復原できる O

①縦樋設置のための溝を柄ると同時に樋設置以外の部分に版築Iを行なう O このとき樋の部分

は大きく空いた状態で、ある。樋の設置後、版築TIで樋の部分を版築Iの上面まで埋めてしまう O 最

後に版築IIIでこの上面を覆う O

②全体に版築Iを積む。この版築Iの上面から樋の設置部分に掘込みを行なう O 次に樋を設置し

-76-
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Fig. 63 土塁土層断面図(1)0/50) 
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⑨A 表土

26.00 m 

@ A  地山
1.濁茶灰褐色土
2.黄白色微砂質粘土 2'粗砂
3黄白色粘土プロック入灰茶白色砂
4.明綬色砂
5.淡紫色砂
6.茶白色砂
7.黄白色粘土ブロック入淡灰色粘土
8.黒色斑茶白色粘土(紫灰色粘土プロック入)
9. i炎茶灰色微砂
10.黒色斑茶褐色粘土 10'黒色斑茶褐色粘土10より黒色斑多い
11.黄白色粘こLプロック入淡椴色砂
12.黒茶色{腐植砂質土
13.程色味1炎黄白色砂
14.黒色斑明茶色粘土
15.濁茶灰色微砂
16黒茶色粘質プロック入淡黄青色粘土
17目淡背白色砂 17'燈色斑
18.濁黒茶色粘質土
19. i炎黒茶褐色砂質土(明るしつ 19'砂味
20.黒茶色粘土プロック入管色粘土 20'黒茶褐色砂プロック入H音青灰色粘土
21目積色斑背色粘土 21'濃い
22.黒茶褐色砂質土(暗い)
23.青色粘土プロック入泉茶褐色(腐植土)
24. i炎青色味淡茶色砂
25.青色粘土プロック入暗賛褐色粘土 25'黄色味強い
26.議灰色粘質土(i日表こ|二)
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⑨C 

l表土
2.灰茶褐色粘土(黄色斑プロック入)(撹乱)
2'黄櫨色粘土斑濁茶灰色土(撹乱)
3木の根の撹古L黒灰色土
4濁茶l天褐色土
5赤茶色砂質土
6.暗茶灰色斑黄色土
7.茶黄色斑濁灰茶褐色土 7¥縞色味
i'明灰色味
8.暗赤茶色土
9.茶黄色斑茶灰色土 9・黄色味
10.時灰色斑茶灰色:1.'.
11賞白茶色斑灰茶色土
11¥暗〈茶紫色粘土プロック入
11"茶色斑多い
11'"茶褐色味強く茶色斑多い
11""櫨色砂質土(笹色味強〈淡青色粘土フ・ロック入)
12.黄色斑濁背灰色砂質土 12'.階茶色味
12"赤茶色味 12・"12より灰色味
13.青白色斑階灰色粘土
14.濁青色粘土斑茶色砂 14・茶符色味
15.賞青色粘土プロック濁育灰色砂質土
16.時茶灰色粘質砂
17.策青色粘土フ・ロック入時茶灰色砂質土
18.黒褐色腐植土木片、葉
19.暗茶色粘質土 16.より暗い
20.賞灰・背色プロック入淡茶灰色土 やや暗い、粘質強い
21.黄灰・青色プロック入淡茶灰色:1ー やや明るい、粘質弱い
22.暗茶灰色粘質二!こ
23青色砂斑淡茶色砂質土
24.青色粘土斑茶灰色砂質土
25.黄背色斑i炎茶灰色土やや粘質
26.育灰色砂混り茶色粘質土
27.背灰色砂プロック入暗茶色粘土
28.背灰色砂混り茶色粘質土
29茶色粘土プロック入暗青灰色土
30. i炎茶灰色砂(灰色味)
31.濁青灰色粘土
32黒茶色粘土プロック入黄色粘土斑混在土
33.黄色砂・茶色粘土斑暗灰色砂質二l
34.黄色粘土斑暗灰色砂質土
35黄青色粘土斑黒灰色砂質土
36.賛青色粘土・茶色粘土斑混在土
37黄青色砂・黒灰色砂混在:1:.
38.濁極色斑賞灰色土
39.茶色粘土・暗青色粘土プロック入糧色砂質土
40.茶色粘土プロック入時賞背色粘土
41. J青白色粘土斑灰茶色砂質土
42.黄白色微砂質粘土
43黄白色微砂質二上(明茶色斑わずか)43・黄白色微砂質粘土
43"粗砂になる 43'"黄白色粘こl二が主体
44.灰茶白色砂 44・黄白色粘土ブロック入灰茶白色砂
45.淡紫色砂
46.、茶白色砂
47. f!JJ糧色砂 47'わずか褐色味
48黄白色粘土プロック入淡灰色粘土
49.賛褐色粘土プロック入黒黄色砂
50.黄白色粘土プロック多い淡黄栂色砂質土
51.黄灰色粘土ブロック入濁淡茶色土
52黄白色砂質プロック入淡灰色砂
53.黄色粘土プロック入淡灰色粘質土
54.濁茶糧色砂質土(黄色粘土プロック少し入る)
55.茶槍色砂質土(黄色粘土プロック少し入る)
56.茶索色粘土プロック入灰色砂
56'黄白色プロック入
57糧色砂
58.黄白色粘土プロック入淡糧色砂 58¥58よりプロック多い
59.淡黒茶褐色砂質:1:. 59¥59より砂味
60.黒茶色{腐植土砂質土
61.符色味t炎黄白色砂
62.賞白色粘:1.:(背色味)
63濁茶灰色微砂
64黒茶色粘質土プロック入淡黄青色粘土
65濁黒茶色粘質土
66. i炎青白色砂 66 ・ f~色斑
67.階灰色砂斑濁貨補色砂質土
68.燈黄色粘土斑灰白色砂 68¥黄白色粘土プロック入
68"わずか茶色味
69.黄色粘土プロック入黒褐色砂質土
70.黒茶色粘土プロック入青色粘土 70¥暗背灰色味
71.黒茶褐色砂質:1: 71'暗い
72.極色斑1'f色粘土
73青色粘土プロック入黒茶褐色土(腐植土)
74.黒茶褐色砂
75.淡背色味i炎茶色砂
76.青色粘土プロック.入暗賞縄色粘土 76¥黄色味強い
76".青色味強い
77時茶灰色粘ニL:プロック入り黄音色砂
78. i炎茶紫色粘土
79.淡茶色粘土プロック入灰色砂斑黄褐色粘質土
80.茶色味灰褐色粘質土
81 樫色斑灰色砂
82灰色砂ブロック糧黄色粘質土
83.黄白色粘土斑時灰黄色砂
84.灰色砂斑茶褐色砂
85.別背灰色砂
86.黒灰色粘質土(1日表土)
87.1.辰背色砂(やや粘質)地山 87'.粗砂
88. i炎茶灰色砂(灰色味)地山
89.黙茶色粘土(腐植土)地山
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l表土
2.茶灰褐色土
3.黄色斑暗茶灰色二七
4.黒色斑暗黄色砂質土
5.茶黄色斑茶褐色土 5'.濁化明るい 5".黄白色プロック多い
6.黄櫨色斑濁茶灰色土
7.濃茶色粘質土
8. B音灰色斑濁黄色土
9.灰色斑暗賞灰色土 9¥黄色プロック入
10.灰色斑濁茶色土
11.黄色粘土斑暗灰茶褐色土
12.黄樫白色斑暗茶灰色土
13.黄白色斑i農茶褐色土
14.黄白・青白色粘土プロック入時音色砂質土 14¥暗い
15.黒茶色腐植土
16.濁茶白色微砂質土 16¥やや明るい 16".淡賞灰色微砂プロック入
17.黄白色粘土プロック入濁茶白色微砂質土
18.黒茶色粘土プロック・黄白色粘土プロック入黄灰色砂質土
18'黄白色粘土プロックのみ
19.燈黄色プロック入濁灰色砂
20.賞褐色砂質土
21.濁黄色斑濁灰色砂
22.黄白色粘土プロック入樫灰色粘質土
23.茶色斑黄灰色砂質土
24.黒茶色粘土プロ γク入賞白色斑樫色粘質土 24'.灰色砂プロック入
25.黄白色斑灰黒色粘質土 25'.茶色味
26.黄白色砂 26'.茶色味
27.黄櫨色斑黒茶色粘:1・
28.糧色砂プロック
29.青白色粘土プロック入崇茶色粘土
30.茶色斑灰色粘質土
31.潟茶灰色微砂質土 31・淡い 31".31と肉質
32.貨樫白色粘質土 32'.茶色味
33.黄白色・茶色粘土斑黄灰色粘質土 33'.黒茶色粘土プロックやや多い
33"黒茶色粘土プロック多い，極色味
34黄灰色粘質土
35.賞椅色斑i炎灰黄色砂質土
36.灰色砂斑、黄白色粘土斑、橋色粘質土わずか黒茶色粘土入る
37.灰策褐色砂質土
38.黄白色粘土・灰色砂プロック入程褐色粘質土
39.黄色粘土プロック入糧色粘質土
40.濁灰色砂
41.黄白色粘土プロック入程色斑IJ(褐色砂質:1:
41'茶色味
42.濁茶灰色砂質こt
43.櫨色斑黄白色微砂質土 43¥粘質味
44.黄燈色斑淡灰色砂質土
45.茶樫色斑灰色砂質土
46鐙白色粘質土
47白灰黄色砂
48.栂色斑黄色微砂質土
49黄白色斑燈色粘質土 49'様色強い
50.極茶絹色粘土
51.澄色粘質土 51・.樫色味強い
52黄白色綬色プロック入i炎茶灰色砂質土
53.淡茶白色粘土プロック入灰黒色粘質土
54.わずか灰色砂プロック入、 i炎濁賞褐色砂質粘二1
55.灰色斑、炭混じり、濁賞褐色砂質土
56目黄色粘ニL'.斑灰褐色粘質土 56'冒茶色味強い
57.黄櫨色砂質土
58.明黄灰色粘土
59.経褐色砂質二L:
60.わずか青白色粘土ブロック入極色粘:1
61目灰黄色粘土プロック入灰色粘質土
62.灰色斑黄灰色粘質土
63.茶色粘土ブロック入賞灰色粘質土
64.黄白色粘土プロック入濁茶色砂質土
65黄白色粘土プロック入濁黄茶色粘質土
66.黒茶褐色粘土
67.茶灰褐色微砂質土
68.青色粘土プロック入濁黒茶色粘質土
69.青色斑黒茶色:1'.
70.濁暗茶色砂
71.濁黄灰褐色粘質土
72黒茶色粘土プロック入賞色味背灰色粘土
73. Ly~賞灰色粘土プロック入灰色粘こl 守
74.陪灰色粘質土(旧表土)
75.茶色粘質土(地山)
76.淡茶灰色組砂(地山)
77.灰白色粗砂(地山)
78茶褐色砂質土(地山)
79.濁賛背色粘土(地山)
80青灰色粘土砂質味(地山)
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他の土層謁ト号(j:Fig65-~のこL層名参照
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47"櫨色粘土i炎茶色粘土プロック入)
58.黄白色粘土プロック入淡樟色砂
他の土層番ー引まFig65⑤ Cの土層名参照
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Fig. 67 土塁土層断面図(5)0/50) 
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Fig. 68 水城木樋縦断面(東門側) (1期連文献8頁25より転載・加筆、単位m)

→さ己戸三今弐

→三L口F
Fig. 69 第17次調査水城積土・木樋工程[:I{!

て樋の掘形内を版築IIで埋める。その後版築IIIでこの上面を覆う o

これらの他、別の観点からの解釈もできるが、それについては後述する。

4 )出土遺物

土器(Fig.70、別表 1・2)

土器分類、型式編年については下記文献を参照。

「大宰府条坊跡IJ 1982、 「宮ノ本遺跡nJ 1992 

17SX001B出土土器(Fig.70、別表 1・2) 

樋抜き取りの最下層出土である o 1は須恵器杯 Cで体部下位の角は面取りして丸味をもっ。角

高台。底径9.4cm、II~ III型式。 2は須恵器中斐aで、単純口縁。 7世紀代の可能性もあるo

暗灰色粘土層出土土器

須恵器杯 c(3)は lと同様な特徴を有する o II ~ III型式。
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Fig. 70 第17次制査出土造物実測図 0/3・1/4)
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17S0010出土土器 (Fig.70、Pla.58、別表 1・2) 

須恵器杯(4)は小形で蓋受けの立ち上がりは低い。外面にヘラ記号がある O 外径12.6・口径(立ち

上がり径) 10.8-器高3.2cm。宮ノ本の①②段階であるが小形化している点では後出的で、 7世紀

前半~中頃に考える O 飛鳥1---IIに対応する。

17S0012出土土器 (Fig.70、Pla.58---59、別表 1・2) 

5---16は須恵器である D 蓋(5---8)はいずれもつまみの有無は不明 o 5は口縁形 1で④段階---1型

式、 7世紀後半を下限とする o 6は口縁形 2で1---II型式 o 7 . 8は口縁形3でII. III型式 o 8は

下がる可能性もある O 中士不・杯a(9. 10)の体部は立ちぎみでIII型式前後。中杯・杯c(l1---16)は

1 . 3と近い特徴を持ちII・III型式。

17S0012凹み出土土器 (Fig.70、別表 1・2) 

17SD012の西側で溝底に検出した凹み中の遺物である O 凹みは17SD012溝に伴なうと思われる O

須恵器杯c(17)はII. III型式である。

17SX005A出土土器

須恵質土器鉢(19)は東播磨系で口縁小片。 13世紀前半に位置する O

床土出土土器 (Fig.70、Pla.59、別表 1・2) 

須恵器中杯c(18)は下位の角が鋭い。 III型式。

その他17SXOl3Bの直上の床土から龍泉窯系青磁椀15・bの小片が出土している D

瓦類(Fig.70、別表 1) 

20は17SD012出土の平瓦で凸面には縄目叩きがある。

木製品

17SX001A出土枕木 (Fig-.71、Pla.59)

20cm ぐ/一一-一-戸.

Fig. 71 17SXOOIA出土枕木実測図(1/6)
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-89-



日3

ξ三ヲ
lQcm 

昌

信三ョ

~8 

. . ・.・.

パハ
U9

dh 10 

11 

づ

i-lrω 13 

14 

15 

門い

Fig. 74 17SXOOl出土木材片実測図(2)0/4) 

-90-



Fig.71は横樋下部に敷かれた枕木(Fig.56-B2)で、ある O 枕木のうち取り上げたのはこの 1本のみ

で、他はそのまま埋め戻しているo 角材の一端を薄くして模状にするo 長さ72.9cm、幅15.5cm、

厚さ最大lO.Ocm。

17SX001A出土木製品(Fig.72 ---74、別表 3)

Fig72 ---74は17SXOOIA. Bから出土した木片で、加工痕がある O これらは木樋掘形下部に埋め

込まれた可能性がある o

17SX010出土木製品(Fig.75、Pla.60)

1は中央部を山形にし方孔を穿った台状の製品で、この方孔に別の部材が組み合う 02---4は

加工木片。

17SX001A柱穴 b出土木製品(Fig.75、別表3)

忽~ラ 3

2 ~ 5 

~~~山日1
。 10cm 

~ 10 

Fig. 75 17SX010・SXOOl柱穴出土木製品・木材片実測図(1/4)
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Fig. 76 第17次調査出土石器・鉄製品実測図 <2/3)

5~ 1Oは木樋柱穴 b の埋土から出土した削り屑である D 木樋の設置作業に伴なう木材加工が現

地で行なわれた可能性を示す。

石製品・鉄製品(Fig.76、Pla.59、別表 1) 

水城以前の縄文時代に属する石器で、水城周辺に古期の遺跡が存在した事を示す資料である D

1・2は二次加工を持つ安山岩の争IJ片で、 2はパテイナが著るしし¥0 1は17SXOOIB、 2は

17S0012出土。 3は刃こぼれが見られる黒曜石の縦長恭IJ片で鈴桶221に類する o 17S0012出土。 4

は黒曜石製の鍬形鍛。 17S001O出土。 5は安山岩製の孝IJ片鍛。 17S0012出土。 6は横断面にカー

ブを持つ鉄片。表土出土。
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Fig. 77 樹種同定サンプノレ採取部位置図



8 第 18次調査

1 )はじめに

調査地は太宰府市大字国分字衣掛185に所在し、住宅建設の切り土整地にともなって調査を

おこなった。調査期間は 1990年 9 月 17 日~1O月 5 日で調査は緒方俊輔が担当した。調査面積は

84m
2で、ある O

2)層位

調査区は16次調査と同じ敷地内にあり、今調査区のほうが山際に近くレベルも多少高い位置

にあるo 土層の状況は上から、現代の遺物を含む黒灰色土の切り込み(カクラン)が所々にあ

り、近世後期から近代にかけての遺物を多量に含む包含層が堆積し、その下位に後述する整地

層(灰色粘土層)を切り込む遺構群がある O この面では大半が江戸時代末期から明治時代前半

期に形成された遺構がほとんどであった。遺構の乗る基盤層は四王寺山から派生した花岡岩風

化土層であるが、調査区の南東側には古代に形成されたと思われる整地層(灰色粘土層)が存

在する。

3 )遺構 (Fig.78・79、Pla.39)

溝状遺構

1880008 

18SXOOl (石列)の形成以前にあった幅1.4m深さ0.6m程の溝状遺構で、西側は 18SXOOlを残

⑧ 。ラン

令、。

¥ 

¥ 

Fig. 78 第18次調査遺構略測図
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したため一部は完掘していない。

明治前半期をわずかに含み江戸時代後半期を主体とする遺物が出土した。

1880006、007、014、018

調査区の南東から北西に流れる溝群で、江戸時代後半期を主体とする遺物が出土した。

その他の遺構

188X001 

調査区の南西隅にある矩形の石列で、蔵の基礎と思われる o 18SD008埋没後に形成された D
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Fig. 79 第18次調査遺構平両図(1/100)
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Fig. 80 第18次制査出土遺物実視IJ図(1)0/3・1/4)

灰色粘土層(整地層)

調査区南東側に広がる厚さ約5----10cmの士.層で、調査者は整地層と認識している。

遺物は 8世紀中頃以降の奈良時代のものが出土している。
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Fig. 81 第18次制査出土造物実iMIJ図(2) (1/3) 

その他、多くのピットや土坑状の遺構が検出されたが、調査区が狭小のため多くを語りえな

い。これらの内、 18SX015、18SX020は古代の所産と思われる O

4 )遺物 (Fig.80~88 、 Pla.60~66、別表 1 . 2) 

第18次調査の遺物の大半は表土から多量に出土した江戸後半から明治前半期にかけて使用さ

れた、肥前系の染付磁器・国産陶器、ヒチリンなどの土師・瓦質土器、素焼き人形、瓦などで

あるが、今回はすべてを掲載していない。ここでは遺構から出土した遺物を中心にし、表土出

土の遺物については機会を改めて報告する白
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58 

20cm 

須恵器

1~6、 19 ・ 20は杯葦c 、 7 ・ 8 ・ 21 ~25は杯c。蓋の天上部はヘラ切り後明瞭なナデは施されな

しlO 蓋のつまみはボタン状。 19は内側を硯として転用している o 9 . 10・26は杯ao 11・12・28

~30は皿。 12は赤焼き o 11の内面には墨痕がある o 13と31は短頚壷。 14は小壷。 15は小要。

瓦

38は鬼瓦の周縁部分。法量的に御笠川出土のもの(本書~I参照)と合致する。 やや肉薄。 37は
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Fig. 85 第18次調査出ニ|二遺物実mlJ図(6)0/3) 

61 
lOcm 

内区に 1+8の珠文を持つ軒丸瓦。類例は大宰府史跡第26次調査(政庁跡)第一整地層に見られる O

は外区に鋸歯文、珠文を持つ軒平瓦。16・17・40---:47は平瓦でタタキ目に格子と縄目がある O

48は丸瓦。

埠

49は方形の文様埠。白色でやや軟質。 18 ・ 50~60は厚さ4.7~7.7cmの無文埠。硬い須恵質と

瓦質の軟らかいものとがある。表面に粗いナデが残る O ハケ状工具の痕跡 (57) も見られる O

53は17.5x 18.7 cmに復元で、きるが、厚さは各々でかなりばらつきが見られ、規格性については

今後問題となろう。

染付磁器(肥前系)

62~64 ・ 87 ・ 93は蓋付椀の身と蓋。文様構成から 62 と 64はセットと思われる。 64 と 87は口縁

端部が外反する o 65~68 ・ 83~86 ・ 92 ・ 95 は丸椀。 68は須恵焼窯表採資料に類品がある。 65は

コンニャク版。 86 ・ 95は印版手。 70~75 ・ 80~82 ・ 88 ・ 94は皿。 70~72は口縁が波状を呈する O

73は方皿。 94は印版手。 76は徳利。

閲器

77は褐紬の燈火具。 78は鉢で緑灰色の柏がかかる o 79は急須で緑紬がかかる o 91は黄紬の行

平か。 89は褐柏の行平の類の蓋。 96は軟質で赤~褐色を呈す揺り鉢。 97は褐柚の斐。

土師質土器

61は乳黄灰色を呈すヒチリン O

縄文土器

98は内外面に横方向の条痕を残す粗製の深鉢。胴部上位にくびれを持つ特徴のものは、長崎

県磯石原遺跡の縄文晩期中葉の資料中に類品が見られる O

弥生土器

99、100は整形土器で中期中葉以降の所産。 101は壷と棄の複合土器の壷部の下位部分。外面

に赤色顔料が塗られる D
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Fig. 88 第18次調査出土遺物実視IJ図(9)(1/3・2/3)

102は頁状の泥岩を用いた手持ち用の砥石。

第18次調査遺物出土地点、法量一覧

出土一覧

98 

-.-~ 

10cm 

5cm 

1 ~ 18は灰色粘土層o19----31.33・35.36は表土層o32は18SX016o34は18SD008o37~43 は表

土層o44は18SX003o45は18SD006o47は18SXOlOao49.50・52は18SX016o51・53は18SD018o

46は18SX020o54~60は表土層 o 61は18SD009o62 ----79は18SD008o80~86は 18SX001 o 87.88 

は18SD006o91 は18SD007o90・92・96は18SD014o93~95・97 ・98 ・99 は 18SX016 o 100は

18SD005o 101.102は表土層。

法量一覧(単位cm)

4 (18.2-1.7+α) 5 (18.2・1.8+α)6 (18.6・1.4+α)7 (ー1.6+α ー7.5)8 (-1.9+α-7.4) 9 (13.0・

2.9+α) 10 (-3.3+α-9.7) 11 (18.2-1.6-14.8) 12 (18~6-2.3・ 17.6) 13 (13.3-2.3+α) 14 (・4.6+α

-6.2) 15 (12.0・2.6) 18 (-6.7・+α) 19 (14.4・2.0-9.8) 20 (14.6-1.7-) 21 (・1.2+α-6.6)22 (-

2.2+α-6.9) 23 (ー1.1+α ・8.4)24 (-3.6+α ー10.4)25 (~2.2+α-15.5) 26 (18.8-2.9・+α)

(続きは54ページ)
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9 第 19次調査 (Fig.89・90、Pla.40)

調査地は大字吉松字衣装ト193-4に所在し、住宅

建設にともなって1991年11月13日に調査をおこなっ

た。調査面積は14ばである O 調査は山本信夫と山

村信栄が担当した。

調査区は西門跡の東約200mで、水城土塁と道

を挟んで南隣接地にあたる O 調査は敷地の中央北

寄りに幅約 2m、長さ約 3mのトレンチを設定し

(水減堤部分)

ーーーで一一ー--rー一ーーー、ー一---守ーーーー『

土層の堆積状況は北側に地表下 1.6m (標高

岡
山
相
川
口

fこO

10 m 

25.7m~こあたる)です占質の黄灰色土 (Pig.90の 11層) Fig. 89 第四次調査平面図(1/400・磁北)

が検出されたO この層は第23次調査でも検出されたもので、この周辺に分布する水城築造以前

の安定地盤であり、調査区中ほどで南に落ちている O その黄灰色土の落ちぎわに黄色の粗砂と

粘質土の斜堆積がある O 斜堆積の先は青灰色粗砂層 (8・11層)が堆積しており、河川の氾濫

によって形成されたものと判断される O これらより上位の層 (2---5層)は水平に堆積しており

耕作に係わる層と思われる。後世の花両岩風化土の盛り土整地後にグライ化して青味を帯びて

いる O 遺物は出土していない。

この調査で水城土塁テラス南前面の地盤の状況が観察されるとともに、水城の築成のはじま

りが本調査区と第23次調査区との間にあることが考えられた。

s 
賞灰色土(真砂娘二i二)
時 11灰色:1:(111緋作j:l
時m米包十

背灰色土

11<褐色よ
背灰色1ll砂
!来褐色粗砂
賞灰色組砂

9 ~'lU氏側色机砂
10 武灰色粘土

Fig. 90 第19次調査東壁土層|折而図(1/80)
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1 0 第 21次調査 (Fig.91~93 、 Pla.4 1 ・ 42、別表 1 ・ 2 ) 

1 )はじめに

調査地は大字吉松字星ヶ浦470において、住宅建設の事前審査にともなっておこなった調査

である O 調査は 1992年5月28日である O 調査は緒方俊輔と山村信楽が担当した。調査地は水城

推定西門跡の切り通し南から約10m西に位置し、テラス部の延長がある可能性が考えられた。

2 )遺構の概要

調査は南北の幅0.8m、長さ 11mほとJの試掘坑を設定し、東壁土層の観察をおこなった。観察

の結果、北側の約4mに厚さ60cmほどの黄色粘土のブロックが堆積する人為的層 (Fig.92砂目

網部分)が確認されたため、その層の上面レベルで西に調査区を拡張した。拡張した調査区で

は前述のブロックを含む層が安定的に広がっていることが確認された。またこの検出面上で大

小のピット群が検出され、ピット群からは平安時代の土器、瓦等が出土したO このことから前

述の層は平安時代以前に構築された積土層と認識され、土塁南側のテラスが推定西門以西にも

三L

1 m 
=01 

。

水域堤

31.87 
h 

道路

a 。¥
32.0 32.06 

Fig. 91 第21次調査区平副実視IJ昆I0/40) 
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広がることを示

した O 前述のブ

ロック層の上位

の茶褐色土層は

出土する土器か

ら平安時代に形

成された堆積層

(土塁の崩壊土

の堆積)かと思

われる (Fig.92斜

線部分) 0 

遺物 (Fig.93、

Pla.66) 

掲載した遺物

はすべてピット

から出土した。

須恵器

l は杯aの底音f)o

5は杯蓋Cのつま



s 
第21次調査東壁土層図
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E
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日昔}1正色二!:(現在の緋二!:)

茶褐色ニ!:(平安時代i.l'l:物包合府}

茶褐色:U2廊下1自iよりの似り込み)

乳賞色粘:1-_プロック

時茶色粘土

手L武色粘:1.:
s)I茶二!--
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15 長!必禍色二t

16 IlIJ黄色土
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19 淡灰色tll砂
20 時灰色tll砂
21 賞褐色料l砂
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第21次調査

② 

明
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時
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E.図
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¥
∞
C

・-¥仏
0
0
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井
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¥ 齢、-----t---立て ¥L三ゴ二二二て
3J-hi? 

g--~ 各10

03cm  。
Fig. 93 第21次調査出土遺物実視IJ図 0/3・1/4・2/3)

み部分。

土師器

杯

瓦

8と9は割れ口や形状から瓦玉かと思われる O

石器

石鍛(10) 

10cm 

黒曜石製の幅に対して長さが短い浅い扶りの入るもので、縄文時代の所産と考えられる O

第21次調査 出土遺物法量一覧

1 (・1.3+α-14.6)2 (ー1.3+α-7.8)3 (ー2.0+α-7.6)8(2.0・1.9・l.8)9 (2.2-2.0-1.8) 10 (1.5-l.7・

0.3) 
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1 1 第 22次調査

1 )調査の概要

1991年11月初旬、(株)田島不動産より当該調査に関わる地番(国分 1丁目220-3他)について

庖舗及び住宅建築という開発計画をもって文化財の取り扱いに関する問い合わせがなされた。

当該地番が水城跡史跡指定拡張に係る 50mの範囲内に所在し、現在保存処置がなされている

木樋に近接していることから、発掘調査の必要なことを説明し、また地権者には史跡指定拡張

の同意への働きかけを行なった。

発掘調査に先立ち、遺跡の規模を確認する目的で、 1992年1月22日に九州歴史資料館調査課

栗原課長立会のもと、試掘調査を実施した。その結果、水城に関わると考えられる遺構が確認

されたため、松島博之氏(地権者)ならびに(株)田島不動産との協議の結果、 1992年8月頃に

重要遺跡峰認調査として発掘調査を行なうことになったO 調査期間は1992年8月21日から9月8

日で、中島恒次郎・緒方俊輔・山村信楽・が担当した。

調査後の協議の結果、史跡指定の拡張に御同意いただき、 1993年 9月に水城跡に追加指定さ

れfこO

2 )遺構 (Fig.94・95、Pla.44・45)

2ケ所の調査区を設定し、調査を進めた。顕著な遺構としては、溝 l条を検出した。

2280001 北西-南東の方向に、幅約3.7mの溝を検出した。調査区内において水城側へ深

くなっており、南東方向へゆくにつれて浅く消失している O 後世の削平によるものと考えられ

るO 溝内には粘質土および砂質土が堆積しており、主として粘質土の堆積が顕著であることか

ら、溝内で、の水の流れというものは想定し難い。最終埋没時は、淀んだ状況が考えられる O 検

出した範囲内での最大の深さは、検出面から約90cmを測る O 溝内からは、流木が出土してい

るものの、遺物はあまり出土していない。
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Fig. 94 第22次調査東調査区北壁土層|折田iI:RI 0/80) 
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② 
自白10次聞董
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第22次回董
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Fig. 95 第22次調査区周辺遺構配置図 0/200)
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3 )遺物 (Fig.96、Pla.67、別表 1) 

平瓦 (1. 2)いずれも平瓦の細片で、

凹面に布目を有し、凸面には細かい縄

目のIJ日き痕跡を有している。奈良時代

の所産と考えられる O 出土遺構は、 22

SDOOl暗青灰色土層o

瓦玉 (3)上記の凹面に布目を有し、

凸面に細かい縄目の叩き痕跡を有する

瓦片を、約3.0cm前後に不整円形に加工

しているo 出土遺構は22SDOOl暗青灰

色土層。

土製品 (4)径4.5cm前後を測るほぼ

円形を呈するもので、断面形は、楕円

形を呈している O 遺構検出時に出土し

ている O

4)小結

:ιフ
~槻守:!
裕司gz区長;五
~!i~üi}. 二:~，，;t' 2 

Q lQcm 

Fig. 96 第22次調査出土遺物実視IJ図 0/4・113・2/3)

今次調査によって検出された溝は、位置ならびに埋没時期から、水城に関連する可能性が極

めて高いといえるo しかし、溝の形状ならびに調査所見から人矯的な痕跡を読み取ることは

やや困難である o 昭和 5年に発見された木樋より溝の標高は低く木樋への導水溝とは理解でき

ない。したがって今後未調査区域の解明によって、今次調査によって検出された溝22SDOOlの

位置づけが明らかにされるであろう O
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1 2 第 23次調査 (Fig.97、Pla.46・47)

調査地は大字吉松604に所在し、下水道管埋設にともなって 1992年11月11日におこなった調

査であるo 調査は井上信正と山村信楽が担当した。

調査地点は第19次調査地点と水城土塁間の道路路間中央部分で、第19次調査の所見から水城

土塁の積み土層はこの路面下から始まるものと推定されていた。土層観察の結果予測どおり地

表下約60cm---120cmで、褐色、黄色粘土のブロック層=積土層が折り重なって検出されたO 基盤

層は黄色~燈色粘土層で東側ではこれに灰色粗砂層が乗っているものであり、積み土のブロッ

ク層は上位から耕作や廃棄による撹乱、西側は水の流下によってできた砂と粘土の互層により

切り込まれて原形を保っていない。第19次調査の所見からこの水の流下によってできた砂と粘

土の立層の発達はレベルの低い南側でさらに顕著である O 結局、この年度の下水道工事で、はこ

の箇所にのみ積み土層が確認されこの調査区以西では砂と粘土の互層が連続していた。
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l 時灰色土(製表二u 貧色粘Etニlニ
2 真砂・ -!H粕i昆~M 8 ~M色ー'0.
3 a U，'i-灰色二!こ(耕土 乳以色粘'llfニ1:.
:{ b 炎!火色二七(緋土 10 灰色粘質:1:

3 c U青灰褐色土(耕土、二次雄積層 11 時以色粘質上

4 灰色粘質土(乳灰色村質一十プロック合む) 12 乳灰色粘質二1・(灰色粘質土プロック入る)

5 乳灰色粘質二iニフ'ロック府 13 灰色土(黄色jこと共にプロック状に入る)

6 時以ー色粘質二fo. 14 淡灰色:1".(干し灰色粘質:1ニプロック入る)

15 :fLI*色ー|

16 官1:1.ポ色砂(!当然推w肘)

17 主灰色事Il砂
18 日昔!ポ色組砂

19 a 的色村i:l.:(a . b 101.漸移によるもの)

19 b v;:f火色料i+
※ 4 -15)刊は水械テラス本体て.ある可能性大きい

Fig. 97 第23次調査区北壁土層断面図(1/60)
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1 3 第 25次調査

1 )はじめに

調査地は大字吉松611.610・3において、下水道管埋設にともなっておこなった調査である O

下水道工事としては第23次調査と一連のものである O 調査は路面中に設定された掘削坑の断面

観察に主眼をおき、延べ34箇所でおこなった。

調査期間は 1993年4月 23 日 ~6月 1 日である O 調査主体者は太宰府市教育委員会であるが派遣

申請に基づき九州歴史資料館からの応援を得た。調査は栗原和彦、横田賢次郎(以上九州歴史

資料館)、山本信夫、塩地潤一、山村信柴(以上太宰府市)が担当したO

2 )層位 (Fig.100~ 105 、 Pla.47~50)

土層観察は結果的に No.l~ll地点では西門に向かつて南北に、 No.12~34地点は西門以西を

東西方向に水城堤の部分を切る形となった。前者では明確な積土は確認されていない。後者で

は表土、耕作土、包含層(平安時代)、水城積土、縄文包含層、基盤層が確認された。

基盤層は西門切り通し付近に厚みのある安定した黄色粘土層が見られ、この層は切り通し部

分を頂点に各方向に傾斜する O 切り通し西側ではこの上に酸化した茶色粘土層が乗り、さらに

自然堆積作用によってできた褐色の砂質土が乗る O この層には縄文晩期の土器が複数包含され、

至近に生活域が存在したことを示している O この層の上面には褐色を主体に黄色、白色粘土の

ブロ yク層群が厚いところで約160α11観察され、これが水城の積土で、あると判断された。かつ

て、南側の第21次調査区でもこの層群の延長が確認されており、今回の調査で西門以西でテラ

スの延長が確認された。層群中の各層の厚さは数cmの薄いものから40cm近くある層まである O

また、 No.13地点ではこの上面に土器、瓦を1:1:¥土する包含層があり、これも 21次調査の所見と

併せて、西門以西のテラス上で平安時代の遺構が展開することが確認できる O また、 No.18~

26地点では積土層群の上に時期不明の耕作土(畑作か)層が見られる。 No.30地点以西では基

盤層である花尚岩風化土が西に向かい高くなる O 水域積土の始まりはNo.27~28の聞に求めら

れる O この付近の基盤層が東に傾斜する箇所は湿気が多く(地盤が脆弱なため調査中に壁が崩

壊したほど)、 No.28地点で、は積土中に木の枝葉を敷き詰めた層があり、その同一層の延長

( No.21・31・30地点)には木材が並べて置かれていた。状況から、作業の足場を確保するた

めに人為的になされたものと思われる D

3 )遺構

遺構としては西門の切り通し付近 (No.13・12地点)で 2本のi茸状遺構を、西側 (No.21・31・

吋
/
-

z
，a
 



30地点)で埋置された枕木状の木材群を確認した。

2580001 

NO.13地点で、確認した布掘状の深い溝で、推定される遺構形成聞から深さ約1.2mo 南北の壁

面での位置からこの溝は北に対して約45度西に振れている O 堆積の状況が水平方向の層が多

く、埋め戻しがおこなわれた可能性がある O

2580002 

25SD001の西約12mの所で検出された。埋土の状況から、水城築造とともに一気に埋められ

たと判断される O この溝も北に対して西に振れている O

258X003 

No.21・31地点で確認された枕木状の木材群の埋地遺構。 4本が土層が変換する面上で並ん

で置かれていた。材は取り上げと共に崩壊したが、大きいもので太さ30cm、厚さ20cmを測るO

堤

。タ
太宰府市

大野城市

% 
32.2 

01Om  

Fig. 98 第25次調査区配置 1~1(1) (1/600) 
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4)遺物 (Fig・106・107、Pla.67、別表 1) 

縄文土器

探鉢 (I・2)

No.19地問問問山?し:もので一げによる粗い条町向。口

、、、¥ t

太宰府市

¥¥  

8 
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縁端部の形状や胴部の屈曲具合などから突帯文土器が出現する直前の時期、晩期中頃の所産と

思われる O

須恵器

斐 (3・4)

No.19地点の白色粘土層(水城積み土層中)から出土した。時期の特定は難しい。

瓦 (5・6)

土塁積土層を覆う茶褐色土から出土。 21次調査では同層から平安時代の土器が複数検出され

ている o 5は平瓦、 6は丸瓦。格子文様のタタキ痕を持つ。

木製品 (7-11)

25SX003出土木材のサンプル片。樹種は未鑑定。

5 )小結

今回の調査と第21次調査の所見から以下のことが判明した。

-西門切通付近にはもともと安定した粘土の基盤層が高まり状に存在していた。

-西門西側にも土塁テラスの延長が存在する。また、テラス上には少なくとも平安時代の遺構

が展開している D

-積土中にも遺構 (25SX003等)が存在することが認められた。
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Fig， 107 第25次調査出土遺物実測凶(2)0/4) 
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IV まとめ

1 水城西門内側の遺構と水城の構造 (Fig.108、Pla.3)

水城の西側の門の存在については、以前から付近の民家に門礎が残されていたことから、

その存在は周知のものとされてきた。 1979年に福岡県教育委員会によって春日市春日公圏内

でおこなわれた発掘を契機とする一連の調査によって、西門を起点とする広域道路(官道)

の存在が明らか市こされ、門の存在はゆるぎないものになった。 1993年の太宰府市の島本遺跡

での調査では門の内側約200mの地点でもこの路面が検出され、門の南北には東西に溝芯々

幅10m'まどの側溝を持つ道路が取り付く構造が明らかになった。今回報告の第25次調査でも

切り通しの直前に布掘り状の溝SOOOIが検出され、溝の方向はおおよそ先の道路の方向に合

致している。このことから、現在の切り通しの形状は崩落によって本来のIIJii¥より狭くなって

おり、東西方向の積み土のレベルの状況から現在の路面は旧来の面より l.4m'まど掘り下げら

れていると判断される (Fig.l08参照)0 切り通しの壁面に二三の花商岩の石が見られるが、

おおよそこの高さに載っている。門存在時には門を宮道の南北から見ると一段高い位置に見

えたものと思われる o

Fig. 108 水城西門内側の遺構と地盤(1/2500)
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土層の観察からの所見は第25次調査で多少触れているが、試掘の所見も含め再述したい。

水城の積み土は切り通しの約100m西から始まる。積みだしたのは東から延びる花筒岩風

化土の丘稜端部で、積み土は最も下の部分では切り通し付近にあった黄色と褐色の粘土層が

用いられている O 観察しえた土層のデータの範囲では東西方向の積み手の単位は10m前後で、

あった可能性がある (Fig.l08参照)0 調査範囲では木樋は確認されなかった(第25次調査で

は全区間に亘って積み土の最下層まで検出しえたものではない) 0 積み土の南側は新しい時

期の河川の侵食、砂、粘土の堆積を受けている o 19-140地点では江戸時代後半の遺構から門

の南側がァ時低湿地化していたと判断される o

水城堤の内側を土塁の方向に沿って流れた河川の跡は、水域寺の乗る小山の南北の谷を通

過する 2本の流れが想定される (Fig.108アミ部分) 0 もし、木樋を用いて水城の外堀に水を

導水していたとすれば、この谷筋が利用されたものと思われる o 外堀や木樋の規模からすれ

ば導水については何らかの調整施設が必要で、今後はこの谷の中や上位にある池にまで注目

する必要があろう D

2 水城東門内側の遺構 (Fig.109 ，~ Pla.3) 

水城の東側の門の存在については、以前から旧街道(日田街道)の路傍に門礎が残されて

いたことから、その存在は周知のものとされてきた。東門を通過する広域道路(古代官道)

は門の南北 3箇所以上で確認され、内側では筑前国分寺、国分尼寺の前面に向かう分岐路も

見つかっている O 今回の第16. 18次調査では奈良時代の整地層が門内側、官道東側に広がっ

ていることが確認され、無文博、瓦類が多数出土し、第18次調査では文様埠と鬼瓦が出土し

た。官道の東側では第10次調査仇暦)で i1J(;t成」銘の墨書土器を出す 8世紀後半の井戸が、

また、その北のテラス上の第24次調査(九歴)では 2間X6問の南北方向の掘立柱建物が検

出されている O さらにその西側の第11次調査では埠を焼いた窯が確認された。第16・18次調

査で、出土した埠は至近にあるこの窯で生産されたと考えられる O これらの遺構群は近似した

時期に形成された一連のものと考えられ、第18次調査では須恵器の杯、肌を用いた転用硯等

が出土しており、 8世紀中葉以降この場所に特定の官街があったことが推定される O

8世紀中葉から後半という時期は韓半島にあった新羅国との関係が悪化し、天平神護元

(765) 年には恰土城とともに「修理水城専知官jがおかれ(r続日本紀j)、この時期に

水城が軍事的理由により再度整備されたことを窺わせている D また、地理的状況として大宰

府と博多湾を結ぶ幹線道路も、 8世紀初頭頃に供用された官道西門ルートは 8世紀後半には

門の内側は荒廃しており公道としては利用されていない可能性が指摘され、先の水城東門周

辺に官街が形成された時期は、博多湾側から大宰府政庁へのルートの主体が東門を通過する

jレートに移行していった時期でもある O
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平安時代の文献資料には大宰大弐の着任の際の公印の受渡が水城でおこなわれ(W小右記』

1005年)、詩歌には「みつきのせき Jと歌われ(W大京高遠集.] 1005年)ここに特定の官街、

関があったことを匂わせている O 養老令関市令蕃客条には山|場道各国に関が設けられていた

ことが見られ、蕃客の上陸地にある福岡平野に闘が設けられていた可能性は少なくない。

「関Jの構造については岐車県の「不破関」が発掘調査によって明らかにされており、平城

京遷都後に形成された、全体を土塁に固まれ、中心的な建物は築地壁によって固まれた東北

の城柵に似た定型化した官街であることがわかっている。また、軍防令縁辺諸郡入居条には

「凡縁東辺北辺西辺諸郡入居。皆於城壁内安置jとあり、 「城壁Jとは『義解Jでは「盤者、

高土以為盤。章防賊也Jとされ、西辺にあたる大宰府はその適用を受けたものと思われる D

以上、今回水城東門周辺で抽出した特定官街の性格については調査の所見を踏まえ、軍事、

交通、儀礼などの多角的視点からの検討が必要である D

Fig. 109 水城東門内側の遺構:と街路(1/5000)
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Fig. 110 -人-宰l1~r陪l辺官道ノレート図 0/257])
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3 水城の構造について

第17次調査まとめ

第17次調査内容を総括する意味でここに成果を簡明にまとめておく。

木樋の問題

今回の調査で解明された点から木樋の構築に関しては少なくとも次のような 2通りの解釈が可

能であるo

①縦樋と横樋は一体に構築するものでこれを T字形に組み合わせる際、横樋側掘形を後で埋め

た。この場合、柱穴 cdは構築時におけるなんらかの仮設工事用施設跡の可能性を持つ。

②縦樋と横樋は時期の違うものとみる D 当初、縦樋のみであったが、後に横樋を追加、補修し

た。この場合、柱穴 cdは当初の縦樋に付設するもので、横樋を追加する際撤去された。

今回の調査により柱穴 cdの存在と層位関係によって、①②の案とくに②が新たに浮上してき

たわけであるが、東門側木樋についてはこのような点が明らかではない。樋そのものの残存状態

が良好であるので、この保存のために今回のような木樋下部構造の発掘にまでは到っていない事

情がある D

金う
御笠川

東門

Fig. 111 水城全体概念図(約1/5000)

トー内側地山レベル

トー外掘底レベル

守一木樋底面上レベル

ー--<l

23.4 

(標高 m)

Fig. 112 水城レベル概念図(水平方向約1/5000・垂直方向約1/800)

Q
O
 

吋
ノ
』，，a

 



水城築堤の構築方法の解明

①水城土塁は一段高い本体部と基底部の 2段から成り、基底部南側(テラス状部分)の上面は

本体部へ近づくにつれて徐々にレベルを上げる。このテラス部分の積土は大きく見ると上下の 2

層に分けられる O この 2層の違いは縦断する木樋の土層ではじめて確認できたO つまり上下の水

平な積土の聞に木樋の掘形を埋めた斜めの積土が入るので、この線を境に上下の異なる積土が識

別できることとなったのである D 木樋をはずれた部分であれば、単に水平の堆積が見られるだけ

で、上下の積土の識別が困難であろう O ただし詳細に検討するとわずかな差異は認められる o す

なわち上部積土の l層の幅は下部積土の 1層よりも厚く粗い点である O この点が質的に上下を分

けるヒントになるであろう O 本文中ではこの下部積土→掘形積土→上部積土の順次構築を版築I

→版築Il→版築111とした。

②この 3段階の版築については 2つの観点から解釈することができる O すなわち一連の築堤作

業を 3段階にわけで行ったとみるか、時代差によるものとみるかということである O 後者の場合、

樋および築堤の改修の可能性が考えられることとなる。

③この点について過去の調査例を見てみると、東門側木樋の第 5次調査では内側テラス部のほ

ぼ中央で縦樋延長にあたる位置を調査しているが、堆積状況は確認できない。九州歴史資料館が

1993年に行なった水城第24次調査では第 5次調査区のすぐ西側を掘っている O 横田賢次郎氏によ

ると、版築の積土のレベル、厚さの状況を見ると、第 5次調査木樋の掘形は版築の上から切りこ

んでいる事がほぼ確実という O つまりここでは第17次調査確認の版築I→版築11という関係が確認

された事になる O

④版築IIIについて補足しておこう O 第17次の各断面に示す版築1. 111標高値を見ると、南から

北へ版築I上面のレベルは26.5，26.2、26.4mとほぼ一定しているが、版築III上面のレベルは

26.5、28.2と次第に上昇する O つまり水城基底部上面全体は版築Iによっていったん平坦に整形さ

れた後、版築111でさらに本体へ向かつて積土を徐々に高くしている事がわかる D これは本体をよ

り高く築くための方法とも思えるが、②で述べたように版築山を時期差と捉える事も今の段階で

は可能である O この解決にあたっては本体と基底部に続く断面調査が必要であるo また横田賢次

郎氏はテラス部地表面には不連続の段がいくつかあり、耕作などでつけられた段もあるが、築堤

時に水城と平行に段がつけられた可能性も考慮する必要がある点を指摘されている o このように

調査とともに新たな問題点が生じていて、総括的な調査が望まれる。

以上のように第17次調査の成果にいくつかの課題が内包されていて、今後、いっそう精致な調

査の集積が必要とされるだろう。
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2 水城関連施設の概念化 (Fig.111.112)

水城跡は延長 1.2km、高さ 13m、基底部幅72mの土塁で、東西 2箇所には城門があり、このよう

に巨大で堅固に築かれた古代土塁は他に例をみない。これまでの発掘調査により、北の博多側

(外側)には幅60mの堀があり、この堀への導水する施設として土塁を横断する木樋が東堤 1箇

所で発見されていた。今回 2箇所目の木樋が西堤で発見されたが、なお数箇所に設置された可能

性がある O

水城跡に関しては発掘調査が進んでおらず、不明な点も多いが、これまでに判明している関連

施設をここで整理して今後の水城解明への出発点にしようと思う O

Fig.l11は各地点で掌握される関連施設のごくおおまかな位置関係、数値を示す。数値はあく

までも概数値であり今後の測量調査などで修正されるべきものであるo

なお水域土塁は凡例にも示すように御笠川以東(国分側)を東堤、川以西(吉松側)を西堤、

東門側木樋を東木樋、第17次木樋を西木樋と呼称しておく O

①内側の取水・導水施設・・・・・東西木樋の間隔は710m。両木樋の中央部位置に御笠川が縦断する

ので、御笠川を中心として各々東西』こ355m離れて木樋が位置する o 西木樋と西門の距離は340m

で、前記の355mに距離数値は近く、この事から西門周辺にも木樋を想定できそうである O 第25

次調査をこの周辺で実施したが木樋は確認はできなかった。東西の横樋は土塁の基底部斜面より

も内側(南側)に飛び出した位置にある。横樋と土塁端の距離は東西木樋とも5mである。

木樋に取水するための導水施設としては内堀の存在が推定されるo しかし溝状の遺構が確認さ

れた地点もあるが築堤年代に一致する溝の報告はない。例えば東木樋の南から西へ蛇行する溝は

樋取水口と接続せず、年代は不明(第 8次SD067) 0 東木樋から西へ230mで、検出された溝は近

世までの遺物を含み、内堀とするには難点がある(第 6次SD055) 0 つまり現状段階では内堀の

可能性は薄く、自然流路あるいは(自然流路+一部の人口的流路)の導水方法が考えられる O こ

れらの調査のなかで築堤年代に直接関連しないが築堤以前・ 7世紀前半の溝と築堤以後・ 8世紀

の溝が注意される D

(A) 築堤以前の溝は第 8・14・17次にあり、これらは土塁との直接的な重複関係はないが、

第17次では木樋の遺構面より古い溝17SDOIO(7世紀前半埋没)があり、これは東の14SD001に

連続する一連の溝である O この古期の溝は水城とは無関係な方向を持つ。ただし水城以前の地形

に影響された可能性があるので、水城築堤直前の地形環境を考慮する上で無視はできないD

(8) 築堤以後の溝は第17次の17SD012(8世紀中頃前後埋没)、西堤内側JR鹿児島本線の西で

第 7次の溝かとされるSD060(奈良前半~平安)、東木樋の南で第22次の22SD001 (奈良?)が

ある O この内で注目されるのは17SDOI2で、これは土塁に平行し51m分検出しさらに西に続く O

溝東端は木樋取水口手-前で、止まりさらに東には続かないが、 8世紀に取水口まで、導水路として機

能した可能性もある O 土塁端から溝の北側肩にまで、は5mで、かつて土塁がここまで延長してい
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た可能性があり注意したい(下記③参照) 0 

②外堀・…・東堤には幅68mの外堀がつく(第 5次) 0 ただし検出範囲は一部にとどまるので堀

外側の肩は全体に及ぶのか追及する必要がある O

③土塁内側の延長・・…水城基底部幅は現状で、約72mとされている O ところでこの内側斜面は築

堤当時の状態よりもい《ぶん削平されたのではないかと見る O これは上記①の土塁内側際から横

樋までの距離 5m聞に遺構の空白部がある事、第17次では17SD012の北側肩は当時の土塁内際を

表わす可能性、同様に第 8次検出の 8世紀後半の井戸は木樋取水口よりも南側にある事、などの

点から推定される O 横樋の線まで土塁内側が南へ延長していたとなると、基底部幅が80m前後に

復原される O

また東木樋から西 110mの土塁内側際では瓦窯跡が発見されており、窯の焚口ないし奥壁のど

ちらに近いのかがわかると、上記の問題を明らかにする材料となるo 土塁内側が削平されている

ならば、こうした消極的状況から類推するほかはない。

④西門以西のテラス部(積土)の延長…第21次では土塁積土が確認されテラス部は西門以西に

も延長している事が確実となった。西の第 9次調査で、は積土がなく自然の堆積を呈し、テラス部

は存在しない。テラス部積土の西終端位置は第25次調査により西門から西側約100mと推定され

るO

⑤その他の関連施設…・・今後検討が必要な部分を 2、3あげておく D 御笠川には石積み遺構が

存在し洗堰のような施設が推定されている。この石積み遺構の範囲、土塁との関係、年代確定な

どについて解明が必要である。東門内側の東では試掘調査により柱穴が多数確認されており、官

街的建物跡が推定される位置である o

以上、水城をめぐる問題点の解明は、考古学的基礎作業によって新たな展開をみせ始めようと

している事を強調し、結びとしておきたい。
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V 水城跡の保存について

保存の経緯

太宰府市における水城跡の保存に関する経緯を編年的に記述すると、次のとおりである。

大正10年3月3日 内務省は水城跡の史跡指定を告示する。

昭和13年12月28日 内務省は木樋取水口部分(国分側)の追加指定を告示するo

昭和28年・ 3月31日 文化財保護委員会は同日付をもって同史跡を特別史跡に指定する。

昭和40年~昭和47年 九州縦貫自動車道が水城跡を通過する案について、建設省・日本道路公団と文化財保護委員

会 ~I昭和46年 3 月以後は文化庁) ・福岡県教育委員会との聞でフk域保存をめぐる協議交渉がなされる。

昭和45年度 水城跡の公有化を開始する。

昭和48年度

昭和50年5月

福岡県教育委員会は水城跡の環境整備を開始する。

福岡県教育委員会の第 5次調査により「外堀」が検出される O

昭和52年 9月19日・ 20日 .30日 福岡県及び太宰府市教育委員会は水城跡の前面及び内側の史跡指定拡張につい

て、地元3地区(国分・水域・吉松)の関係者に対Lて説明会を行う。

昭和53年3月7日 文部省は土塁前面約60mの範囲と土塁西端部の追加指定を告示する。

昭和56年 5月16日 文部省は土塁西端の取付部分の追加指定を告示する。

平成 2年8月 太宰府市教育委員会の第17次調奈(吉松側)により木樋取水口部分の遺構が検出される。

平成 3年 1月21日.22日 福岡県及び太宰府市教育委員会は、築堤内側台状部から約50mの範囲内(欠堤部を含む)

と土塁前面約60mの範囲内及ひず西端の土塁取付部付近の地域(約8.6ha) の指定拡張について、地元 3地区(古

松・匡l分・水城)の関係者に対して説明会を行う。

平成 3年 2月12日 吉松地区の地権者から前月の指定拡張の説明会に伴う質問状が提出される。

平成 3年 9月25日 福岡県及び太宰府市教育委員会は、国分地区の関係者に対し指定拡張について第 2回目の説明

会を行う。

平成 5年9月22日 文部省は指定拡張予定地の一部(欠堤部及び土塁内側の一部)の追加指定を告示する。

指定保存の経緯

水城跡は当初の指定以来、太宰府市地内においては 4回の追加指定を経てその保存が図られ

てきた。そのなかで特に昭和40年代における九州縦貫自動車道が水域を通過する案に対する文

化財の保存と景観保全の論議と昭和50年に発掘調査によって「外堀jが検出され水城の構造が

一部解明されたことは、それまでの土塁だけではなくその周辺の地域も含めた保存の必要性が

認識されることになった。そして、外堀にあたる土塁前面の一部は昭和53年に指定保存された。

この前後、太宰府市は福岡都市圏の住宅都市として急激に都市化が進み水城跡周辺において

もその後、住宅建築が逓増した。そのような中、平成 2年の開発に伴う緊急発掘調査により木

樋取水口部分の遺構が検出されたことを契機として、自然景観保全のためだけではなく、後背

地や欠堤部も水城跡という大規模な遺跡の範囲内(基盤)であり遺跡を理解するうえで、又そ

の活用を図るうえでも欠かせない部分であり、一体として保存する必要性が再認識されること

になった。そこで太宰府市は文化庁及び福岡県教育委員会と協議のうえ現在の保存地域から約

50mの幅で追加指定を行うことを地元に公表するに至った。しかし、地元の意見は概ね反対の

意見が多く、その理由の主なものは「①史跡指定による制約に対する補償的措置として、公有

化するに必要な予算が保証されていない。②水城跡を将来どうしたいのか基本的方針が明示さ

れていない。なぜ太宰府市側だけを早急に指定しようとするのか。③なぜ既開発地を含めた広

-132ー



特別史榔 水線跡

大正 10年 3月 3日史跡指定地

昭和 13年 12月28日追加指定地

昭和53年 3月 7日追加指定地

昭和56年 5月16日追加指定地

平成 2年 6月28日追加指定地

平成 5年 9月22日追加指定地

特別史跡 大野滅跡

Fig. 113 水城跡史跡指定過程図(1/5000)
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範囲の地域を指定する必要があるのか。既開発地は安定的な土地として取得したものであり、

将来に不安を抱く O ④地域の発展を阻害するものである O ①既指定地についても環境整備及び

その管理が不十分である。」というものである O 特に、追加指定に伴う公有化予算の問題は、所

有者の指定同意をはばむ大きな要因となっている O

一方、この間にも所有者から住宅建築等の計画が次々に示された。これに対して、特に欠堤

部における開発計画については、当地を保存できなければ現在進めている拡張指定の話も理解

が得られなくなるという判断のもとに、指定保存について幾度となく交渉を重ねた。しかし、

このような個別的問題を解決しないまま追加指定行為が長期化すれば、ますます所有者の理解

が得られなくなることから、今後とも50m幅で、指定拡張を進めることを前提として、緊急を要

する地域については部分指定を行っていくことについて文化庁も理解を示し、平成 5年 9月に

一部の追加指定が行われた。指定拡張は、今なお多くの難問をかかえっつ進行中である。

今後の問題点(留意点)

1 指定拡張の問題については、前述の地元の反対意見を問題解決の考え方の軸として謙虚に

受け止めていく姿勢が必要であろう D 追加指定に伴う公有化予算を確保していく必要があり、

さらに水城跡歴史公圏構想のような将来像を描くことも必要であろう D なお、水城の保存は、

都市計画と連動することの必要性も唱えられているところである O

2 水城跡、は都市空間の流れを遮断するかたちで存するため住民にとっても不使を強いられる

ことも多いので、史跡散策路として出来るかぎり整備する必要があろう。特に、御笠川によっ

て分断された東堤と西堤とはすぐ近くであるにもかかわらず大きく迂回しなければならず散策

しながら直線的に結べないかと話題になって久しい。

3 築堤台状部の端部は大雨により幾度となく段損しており、また上段土塁についても下草の

ないところは土砂の流出が危慎される O 恒久的な土塁保全のため、土塁の変化を検診する手だ

てを考え、整備の方法も含めて適切な対応を検討する必要があろう D

4 土塁上に繁茂する樹木は史跡景観としてあるいは自然景観として市民になじんで久しいが、

かつては薪として伐採され成長が抑制されていたであろう樹木も今は大木となり、近年の大型

台風によってたおれ、土塁自体が致損している D 今後は、専門家による指導助言を受けて、弱

定等の適切な作業が必要となろう O

5 水城跡は未解明の部分も多く、保存整備のため学術調査による解明が急がれるところであ

るO また、御笠川河川敷は追加指定予定地には入っていないが、御笠川と水城造営のあり方を

考えるうえで重要な地域であり、今後の河川改修などには情意しなければならない。
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VI 水城跡出土の鬼面文鬼瓦

l 発見から指定まで

昭和57(1982)年 6月10日付けで、本資料は太宰府市教育委員会に寄贈された。寄贈者は、

帆足組(代表取締役 帆足吉昭)である。まず始めにこうした行為について感謝申し上げる次

第である O

遺物が発見された位置は、太宰府市大字水城1151番地の二級河川御笠川の川底であるo 出土

した具体的な位置は、水城が御笠川によって分断される地点にあたり、水城跡の博多側基底ラ

インより若干博多方向に下った場所である。瓦の表面の風化状況から推察して、おそらく氾濫

Fig. 114 水城跡、鬼瓦出土地点位置図 0/5000)

κU 
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原の堆積中からの出土と思われ、御笠川の河川災害復旧工事を請け負っていた帆足組が工事中

に偶然発見したものであるo 記録によれば、発見日は昭和56年 6月18日とのことであるo

さて、本資料は寄贈を受けたあと、埋蔵文化財保管証を福岡県教育委員会に対して提出し、

市が責任をもって保管する由を報告したO その後、昭和58年10月4日に太宰府市教育委員会

(教育長 陶山直次郎)から太宰府市文化財専門委員会(会長 大江田安定)に対し市指定文

化財化への諮問を行なった。その結果、同年10月13日付けで太宰府市文化財保護条例第 4条に

基づき市指定有形文化財(考古資料)とする旨、答申があった。諮問内容は次のとおりである O

①同種の遺物の出土例はあるが、 ほぼ完形のまま出土した例はなく、表面が摩滅してはいる

ものの、すぐれた芸術的作品ともいうべきもので、大宰府の歴史を物語る貴重な資料である O

②特別史跡水城跡付近の御笠川内より出土しており、同遺跡との関連等、大宰府の歴史を解明

するうえで重要である O ③現在、市が所有保管しており、市の文化財として保存し、市民に公

開していくことにより、郷土の歴史への理解と文化財保護普及、活用に効果大であるo

これを受けて太宰府市教育委員会では、諸手続きを終えたあと、昭和59年10月8日付けで告

示した。その内容は以下のとおりである o

太宰府市教育委員会告示第 4号

太宰府市文化財保護条例(昭和54年4月1日条例第11号)第4条第 1項の規定に基づき、太

宰府市指定文化財第 2号として次のように指定告示する O

昭和59年10月8日

l、指定種別

2、名称

3、員数

4、 法 量等

5、出 土地

6、 所 在地

7、所有者

8、指定理由

太宰府市教育委員会

有形文化財(考古資料)

鬼瓦

一個

次章に記載

太宰府市大字水城1151番地(水城跡隣接御笠川内)

太宰府市教育委員会

太宰府市

この鬼瓦は、大宰府の歴史上意義が深く、かつ代表的な資料

であり、これを保存するという基本方針に基づき指定する。

マ
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なお、同日付けで原遺跡(原山無量寺跡)出土経筒一式も同様の指定を受けた。この資料の

詳細は、後日刊行予定の原遺跡に関する報告書で紹介する予定である O

2 鬼瓦の概要 (Fig.116、Pla.68)

本資料は、大宰府政庁-跡U:¥土の鬼面文鬼瓦と同系統のもので、頂部の一部と左下端を失うほ

かは、ほぼ完存している O

瓦正面に顔面のみを表現し、下顎中央部分と下歯は丸瓦にかぶる部分にあたるため大きく扶

られていることから表現されていない。歯牙は上下とも表現されるが、摩滅のため下牙は不明

瞭である O さらに右(以下に記載する上下左右の用語は、実測図に向かつての上下左右を表わ

す)の下牙は丸瓦挿入部の扶り位置がずれたためか一部が不明瞭である。上歯は幅13.5cmの範

囲に表現されるが、かなり摩滅しており歯の本数は明確ではない。鼻は高く盛り上がり、その

部分での厚さは13.6cmにもなる。鼻孔はわずかな窪みで表現される程度にとどまる O 頬もまた

大きく盛り上がっているが、右側を欠失しているのが惜しまれる O 眉は力強く吊り上がり、目

は空豆状に大きく飛び出す。目玉は軽い 2条の段で表現されるが、右側は摩滅しているため確

認できない。眉間には同心円状にめぐる力癌が浮き出され、頭部には緩やかな沈線で頭髪が表

現される。さらにその左右と両眉の先端には突線で頭髪(髭)があしらわれる O 頬の下および

大きく聞いた口の左右には同様の突線で者が表現されている O さらに口の左右(顎)には巻毛

(嶺)が表現されていたとみられるが、本資料は摩滅が著しく右側の一部が珠文状になってか

すかに認められるほかは確認できない。瓦の周縁部分には珠文帯が巡っているが、そのほとん

どすべてに半円形の傷があり、半球形状を損ねている。どうやら箔型を抜く際に手を滑らせて、

一度瓦面のうえに箔型を落としたようである O 類似の傷は左側目の下而にも存在する O

眉間中央には、外商で、直径2.9CTI1内外、中央付近で、直径2.2cmの穿孔がある O 釘による固定が

想定される。頂部には鳥袋のあたりとして直径15.0cm程度の半円形で、平坦に窪ませた部分があ

るO 下端は丸瓦挿入のための扶りがあり、 IIJjWr17 .Ocrn、高さ9.0cmの歪んだ半円形を呈している。

この扶り部分は箆削りによって仕上げられているo また下端の側面は粗く強い横方向のナデが

認められる。

総高49.7crn、現存最大幅40.2crn(下端復原幅約43.5CTI1)を測り、文様は頬の下面に窮屈な部

分があるが、すべて?也1からおこしたものと考えられる O ただし、頭部付近の側面については、

箔から抜き取ることを考えると勾配が逆になっている部分が認められる O 文様部分の箔と側面

は別材でできていた可能性を示唆するものと思われる D なお、箔の素材は確認できない。

裏面はかなり粗い仕上げで終わっており、押庄の痕跡で凹凸が著しい。また釘穴は裏方向へ

心棒を引き抜いたためか、穿孔部分の周囲がやや盛り土.がっている O 側面は箔型に粘土を押し
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つけてのち特に調整を施した形跡は確認されない。粘土塊の接する部分が不規則な沈線として

わずかに確認される O

胎土は大きめの砂粒や白色小斑、黒褐色小粒などを多量に含んだ粗いものであるo 焼成は表

面風化によってあまく見えるが、かなり硬質に焼きしまっている O

なお、風化の度合いは鼻から下及び右半分に顕著であり、特に口部右側はほとんどが摩滅に

よって消滅している O

3 他の例と比較して

大宰府関連遺跡から出土している同系の鬼面文鬼瓦と比較するといくつかのことが判明した。

比較した資料は大野城跡出土の 2例である O 他の資料はほとんどの部分が復原されたもので、

比較の材料-としてはな子ましくない。

さて、問題となるのは上歯の部分である O 本資料では上歯の本数は確定できない状況である

が、上歯全体の幅は大野城跡例と同数値を得ており、かすかな痕跡として残る段が何らかの痕

跡と考えられた。写真や実測図ではその段による稜線の関係から 5本歯に復原できるようにみ

えるが、資料を比較するとその段状に残る部分は、歯自体の盛り上がり部分に相当していると

見られることから、本資料も 6本に復原して差し支えないと思われる。

眉間に存在する穿孔部分の比較では、穿孔の角度や法量に個体差があるところから、棒状の

ものは箔に固定されていたのではなく、別造したものを直接箔に押し当て、粘土を詰めていっ

たものとみられる。完成後(焼成前)引き抜いたのであろう O

下顎を扶る丸瓦挿入部分は、瓦の側面としては唯一削り調整の施される部分で、大野城跡例

も同様である oしたがって個体によって微妙にその形状が異なっている Oこれはすべての個体で

手を加える必要があったことを示しており、箔自体が扶られた形状を呈していなかったか、あ

るいはこれよりもやや小さめの扶りであったことが想定される O もちろんこの扶る範囲を特定

するために何らかの目印は存在していたとみられ、上歯の下にみられる半円形の隆起部分がそ

れに相当するのではないかと考えられる O

また、大野城跡例では瓦当面に粘土を押し込んでいった痕跡が随所に確認されるのに対し、

本資料ではそれが側面にのみ確認される程度である O 本資料がかなり丁寧に作られたのであろ

うか。

データーの得られた部分で、主として細部を比較してゆくとほとんどすべての部分で同数値

または近似値を得ることができた。箔傷等の一致は確認できていないが大野城跡出土の 2例と

本資料は、おそらく同箔と考えられる o
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4 製作年代など

大宰府出土の鬼面文鬼瓦については、これまで 7世紀末から 8世紀初頭の年代が与えられて

いた。しかし、平城宮、平城京内寺院(南都七大寺)、大宰府の鬼面文鬼瓦を検討した毛利光

俊彦は、都城整備の一環として平城宮、大宰府で鬼面文鬼瓦が採用され、発展していったもの

と考え、その開始期を和銅年間 (708----714) とみている。

大宰府政庁が本格的な瓦茸建物として出現したのが政庁の第11期とされる時期であり、この

創建の年代が問題となるところである o これまでの調査の所見では、政庁第II期建物が鴻臆館

式軒瓦を主体的に採用する点で、 この瓦が和銅年間を遡らないと考えられることから、 創建

の年代をこのころに置くことが考えられている。また、南門及び中門から出土した鎮壇の土器

はやはり 8世紀前半の資料である O その他、後殿地区整地層から出土した木簡に「竺志前Jの

記載があり、筑紫国が前後に分割されたのが690年頃でこれを遡らず、和銅年中の前半を下限

とすると考えられていることから、 政庁周辺の整地の時期の一端が窺える O このように考古

学的資料では政庁第II期の開始をおおむね 8世紀第l四半期に考えられているといえるO

このことから、本資料が大宰府跡/:H土例と仮に同箔であるならば、やはり毛利光の指摘する

ように和銅年間頃に考えるのが妥当ではなかろうか。

ちなみに、大宰府系鬼瓦の上方に作られる鳥会のあたりとみられる窪みであるが、その法量

からうまく収まる瓦を拾い上げると、鴻臆館式軒丸瓦がほぼぴったりと当て猷まるo 観世音寺

で用いられる老司I式軒丸瓦で、は直径が大きすぎてうまく収まらない。当時、実際にはどのよ

うに軒丸瓦を置いていたのかは知る術がないが、同時期の平城宮所用の鬼瓦にはこのような鳥

会を意識した部分はなく、それは鬼瓦自体が大宰府例よりも彫りが浅いことに起因する可能性

がある O これに対して大宰府例は彫りも深く、鳥会(軒丸瓦)を固定する意味からもこのよう

な施設を必要としたのではなかろうか。したがってここに丸瓦が収まることを最初から意識し

て設定したと考えて差し支えないものと思われる O ただし、鬼瓦面よりも前方に大きく突き出

して丸瓦を設置するとした場合(この場合、窪みは当初から必要ないと思われる)や、特定の

鳥会が存在していたならばこの限りではない。

このように鴻臆館式軒丸瓦と組み合うと言えるならば、やはりその年代は和銅年間に置くべ

きではなかろうか。なお、ここで比較した大野城跡2例の出土地点は太宰府口城門跡から出土

したもので、同時に鴻艦館式軒丸瓦が出土している点も注目される。

さて、本資料の出土地点について簡単にコメン卜しておきたい。出土位置が水城跡の中間地

点で、この場所はこれまで建造物の存在を想定されている地点ではなく、どこに用いられたか

明確ではない。しかし、摩減が部分的であることからそれほど遠くから流れついたものとは考

えられず、この出土位置を重視するならば、今見る水城跡の御笠川による切れ目部分(当初は

今よりももっと狭かったと考えられる)にも何らかの施設が存在していたことを想定する必要

カT出てこよう o

-142-



水城助跡;で

官道が敷設されており、西側の官道の整備が8世紀前半と考えられるところカか、ら、おそらくこ

のころに水城自体にもなんらかの手が加えられた可能性を想定することができる。鬼瓦の発見

はそのことをも物語っているのではなかろうか。

最後になったが、大野城跡出土資料との比較に際して九州歴史資料館の栗原和彦調査課長の

お手を煩わせた。記して感謝し=たします。
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1、毛利光俊彦「日本古代の鬼面文鬼瓦-8世紀を中心として-J r研究論集vJj (奈良国立文化財研究

所学報第38冊) 1980 

2、高橋章「鴻瞳館系瓦の様相Jr大宰府古文化論叢j下巻 1983 

3、倉住靖彦「大宰府出土の木簡Jr西日本文化J103 1974 

4、横田賢次郎「大宰府政庁の変遷についてJr大宰府古文化論叢j-'二巻 1983 
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5、横田義章『特別史跡 大野城跡VII 太宰府口城門跡発掘調査概報j1991 福岡県教育委員会
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4トレンチ茶色砂

|土師 ~~I 片

6卜レンチ床土

|須恵器|杯a、怖c

|瓦類|平(純?) 

水域 16次

主主:1こ
須恵器

向I七f、以a輪(糸l片)、)側(1向)、、、(大!3?)諮、(韮1)3(2) 土問器

:1:制民一|二総

i'ii.緑褐紬，盗(2)、片!こ1(1)、片(2)

褐干由， 鉢(5)、摺鉢(3)、蛮(5)、片 (10)

i主l産陶器 雑車I1;俄(刷毛手)(3)、小椀(2)、鉢(3)、II1l(4)、:1瓶(4)

室長(2jf)、(2)徳利(1)、植木鉢(1)、片 (13)
その他，

染付fL腕(大)(18)、メL椀(小)(6)、大I¥ll(9)、小阻側、

鉢(1)、重ね鉢(1)、徳利(3)、)-;-(11)

肥前系陶磁器 プリント染付，小1I1l(l)

色染{ーj椀;純(4)(、3) 
白磁， 紅111l(1)

瓦 類 ヰ，:{塑l(也斜格子(2)1、丸、中千平(1)、鳩山

金属製品 鉄車I

出灰色二L:
須 11¥ -;Iifl l)l( 1)、空m、杯c(1)、設LIJ
ー1: r，iji 器

主七斗輪L(l)、火鉢(3)、m鉢(1)土師質土器

]王質土器 火註F由~、片 (1)
l主l産附総

褐鉢(1)、片(7)

維納;腕(2)、鉢 (mIJ~ 手)( 1)、小椀(1)、片(1)

染付;JL椀(大)(3)、皿(1)、片(6)

肥liij系陶磁器
プリント染付，椀(2)

色染付，大l¥Il(l)、小椀(1)

白磁;}-;"(I) 

Ji 類 平(縄、片)、 丸、 j等(3)、近世1-平片、片 (1)

石製品 低石川 1)

16SDOOI 

須忠告5 韮c(l)、皿a(l)、鉢(1)、片(1)

L 間i 器器 斐(1)、片(4)

土師t!l土 片(7)

瓦 質土器 片(1)

褐Z由，摺鉢(6)、翌(1)

国産陶器 雑納，綿(3)、大皿ワ (2)、片(10)

:1!!1咋b;高台(1)

染付，丸椀(大)(13)、大皿(5)、プJ皿(1)、鉢(3)、重ね鉢(1)

片(1.';)

Jæ前系陶磁-~ プリント染付，盃付椀(2)

色染付，椀(1)

白磁，片(1)

瓦 !Jiit 平(縄)、丸(純)、持(5)、}-;ー

金以製品 貨幣
その他 9ミ

16SX003 

1m 巴 昔話I!-1-

lJ: 師f!~I )十
|瓦類|丸

16SX004 

|l主l産陶器|雑利1;俄(1)
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16SX009 

1~r{ I!j -G~f| 片
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-z: 16SXOl3 

1m 怒器|聾

|:1-師総IJi-
l瓦類|片

16SXO 14 

l須恵探l片

1 6SXO 15 

|医Ii藍陶君主|褐紬;鉢つ(1)

| 瓦 類 | 平 ( 純 )

16SXOl6 

日~一幕1 杯a( 1)、向、 二二ごゴ

純一

片
一
平
一

守，-ロて町--

l
一号一類一

H
U
-
-
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U
一
恵
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一

A

U
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-
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l
一-一瓦一
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16SXOl8 

ぽす古川
l土師器l均、blll

l瓦類 l平(縦)

16SXO 19 

|土師器|片

|瓦類|片

16SX020 

1j-- 附録|片

||主l産陶器|褐秘;返っ(1)

|瓦類|平(純)、丸、片

戸、Jd
守，，a

 



16SX021 

|瓦 ml平(側、片)、);

16SX022 

1j: 師器IH 
|瓦類 IH-

片一2
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1 瓦t'{ I平(純)、片

l7SXOO 1 B 下府
1~J! 恵器|饗(1)、杯c(転用悦)(1)

16SX027 

|瓦 ~i I片

16SX028 

kl-_ 師綜|鍋マ(1)

|瓦類 1);- !
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匠寸ni r.~1 }-; 
瓦 類 |τ1'-(斜絡了)(1)
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日
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16SX031 

|瓦類 1)'，
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 16SX033 

|:1:師器|小皿a(糸)、片

瓦 類|平(純)、片

16SX036 

圧寸「羽片
瓦類|片

片一こ]
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|須恵器|楚
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土
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石
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17SDOl2川み

須恵~費、杯c
土師器|片

瓦類 | 片

須恵器 き担、 杯c
土日市総

が鉢1:(×東皿播l'i系、)(椀l)c 
須!包質 :1こ按

国産陶器 褐紬，摺;椀鉢((22))、、)鉢十((l3))、 土管(2)、It口(1)、片(6)
その他

肥副j系陶磁器 染付，紅丸椀皿l((大l))(2)、大1111(2)、小血(4)、どんぶり蓋(1)、Fd4)

弥生 1:r.~ 
千片|磁(1)

瓦 ~i 近!仕瓦片(1)、片山

金属製品 鉄製品

水域17次

17一l次表土

-]46-



水域18次

表:1

5良忠器
杯片c( (l 1 3 ) 、杯a(15)、s1la(5) 、蓋3( 11) 、議(1) 、京(1) 、認( 12) 

5)、均;x皿l(l)

こt Si!i í!~ 
受(12)、Jlllb(3)、蓋c(1)、杯c(l)、把手(1)、小皿a(糸)(1)

脚(1)、系)-i-(5椀) 
白ー 磁 能泉銭 1111(1) 

白磁 椀止輪、 V(I) 
土問'i'{土í!~ 七 火鉢、火消壷室長、飽ろく、植木鉢、鉢

瓦質土;探 火鉢、火消議室長、大薮

弥生土器 受(1)

瓦 ~i
平|斜格子(4)、網、平行口p、組×平行、1'¥-1 、瓦埼((l7)) 

量斡盟治盟萱主盤凶]、 片 ) 、 帆1)，昨l 片金属製品

石製品 まじき(1)、税(天草石)、石1::1(2)

その{也

18SXOO 1 

青 磁 直童錆呈日よ塁鮎ー王I椀 I1(1) 
こt師質=1:-~~ 
瓦質土器

片口(1)、徳利(1)、片(2)

国産陶器 褐紬，把手(1)、片(2)

雑粕，灯火具(1)、二七瓶(1)、:ト鍋叢(1)

染付，丸椀(大)(10)、fL椀(小)(5)、盆付椀(9)、釜(2)、片(22)

小皿い 1(5)、大皿(5)

肥前系陶磁器 プリント染付，重ね鉢(3)

色染付，丸椀(小)(5)、徳利(1)、香炉(1)

I~I縫，ブJ小皿(2)、片(5)

18SX002 

須;忠器 杯c、片

ニt 師君主 勾J

土師質土器 七火盤鉢監?と(4主)輪サン(6)、鉢(2)、片(10)
瓦質土器

須恵質了1-.器 i4>:CW:播系)(1)

黄緑褐紬査椀((5;l))鉢、(摺1) 同隊陶器 褐粕， 鉢(4)、鉢(刷毛手)(1)、:1-.瓶(1)

雑平自，

染付，丸椀(大)[11、;lL椀(小)[2J、丸椀(3)、筒茶俄111、片(8)

小皿[2J、大皿[IJ、鉢[11、小壷(梅瓶恕)lIJ、徳平IJ(2) 

肥前系陶総器 プリント染付，小椀[21、小s1l[IJ、釜椀川

平色白(磁染綱付;、徳片;利椀)、川(2丸)、片、 近u1瓦片
瓦 煩

金属製品
主滑L石!l鍋'!eJ(2)石製品

18SX003 

須恕器 杯c、叢3、輩、sIla、壷

白磁i 七椀輪I IV-VI1I(I) 
土師質土器 サン(8)、七輪片 (72)、片(10)

瓦質土器 火鉢(2)、片(1)

黄緑褐手由，片口(1)、片(1)、

問産陶器
褐納，鉢(2)、摺鉢(4)

雑紬，椀(7)、植木i4>:(1)、片 (3)

無1由，椀(1)? 
染付，広東椀12)、丸椀(ゾ三)[1)、丸椀(小)[1ト丸腕11]、片(8)

小椀(1)、椀盆(2)、小皿い!、方 01111]、大皿 [1ト

肥前系陶磁器 緒口[付2] 
プリント染 ，小皿(1)、徳利[11

色染付，椀[21、小椀121、小皿いl、片(1)

千|磁;椀[3)

瓦 類
近世軒平(1)、平l網、斜格子(2)、格子小(1)、片|、;lL(l)

片

金属製品 万子(1)、主1(2)

土製品 土塊

18SX004 

土帥器
自七主輪UサLン'(1)，、 n-(2) 二t師't'[=I:総

凶産陶器 向紬.-片i:(鍋l)(l)、片 (2)
賞;袖，

染N;丸椀(大)[1](1)、丸椀(小)(1)

肥前系陶磁器 プリント染付 ;R(ね鉢韮(1)

白磁;)十(3)

瓦 f摂 平(縄Jt2、丸、片、近!日:瓦片

18S0008 

須恵器 f不c、事Fa、楚、短顕壷、片

:t S市器 勾;c、ノ12.ン!!!(包l坐)、K七L輪 片
土師質=1:苦言 七輪サ 片(2)、鉢(1)、片(7)、人形?(1) 

瓦質土器 片(5)

黄緑樹紬，鉢(5)

凶産陶器 褐』由，褒(2)、捌手鉢)(l(抗議(6)
雑粕，椀(刷毛 )(1)、鉢(1)、灯火兵(1)、急須(i'i滋?)(4) 

土瓶(1)、土管(1)、片 (9)

染付，丸椀(人)[2J(5)、丸椀(小)[3](6)、純益[2)(2)、1isll(3)

小1IIl[3J(4)、韮茶椀川(4)、鉢いl、徳平IJ(3)、片(19)

肥出j系陶俄器 プリント染付;重ね鉢(1)

色染{す，花瓶(2)

白磁;方小皿(2)、片 (11)

瓦類 車釘線、町、丸|斜絡子(3)、純、片i、片、近世J:i.片
金属製品
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21 SX008 

1土郎総r-}i-
|瓦類|平l純(2)I、:IL

須恕探 片

ニ!二日iti .(/~ バー

土師質土器
E褐L粕Ei，袈(2)、倒鉢いl、士:1;((1)国政陶縫

肥litr系陶磁器
染付，丸俄(大)111(2)

色染f・J;椀い1(3)

瓦 類 三ド(綱、 It)、丸、 片

~~【口IU 1Ii:・4大u重(1)

18SDOl4 

21 SX009 

|須恵総|呼蓋[小 IUm -B] 
lこlこ師器|椀c

2ISXOII 

1:|二師器|均、a

2ISXOl2 

1~Jl恋器|蛮?
l二仁師録Ii"i 

C

一系

機
一
平
瓦

日
一
室

ιu問

n
u
-
-
合
コ
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ー

笠
師
一
↑
製

2
一t
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IRSXOl6 

21SXOl4 

須恵~~ 1 翌
土師務|椀c(

瓦~{ 1 片

2ISXOl6 

1土製品|瓦王(1)

2ISXOl7 

|土師器|護

!瓦 類 l平{斜格子(2)}

18SXOl7 

1王一百一事!焼塩釜(2)

|瓦類|平(縄、片)

21SXOl8 

「宝--~日片

2ISXOl9 

| 須 恵 器 | 杯 兼c(I) 

~Ji !J.~様 蓋3、杯c、策c、事Fa、 N!Jiß. l益(13) 、 I~
土師骨量 杯、楚

:Uiti質土器 片(1)

Ji質土器 片(1)

国崖陶器 筒紬;'iIl((3) 

染付，徳利(1)

肥前系陶磁器
プリント染付;小111l(1)、椀(1)、椀鐙(1)

色染付，椀蓋(1)

自信L片(2)

弥生=1:.得 片守 (3)

縄文土器 片?(1) 

瓦 類 平(縄‘片)、;.!L(縄、 g・)、片、時(3)、近世瓦片

岡産陶探|尚紬;片(1)

1 I ~V:、丸、近世瓦片

18SX020 

l須ー官官|蓋×皿(1)

l瓦類|平l純(2)}、片
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L--一瓦
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査室

褐紬;i習鉢(1)

小物;土瓶(2)、片(¥)

染付;小111l(4)、鉢(2)、小椀(1)

プリント染付;大皿(1)

白磁;徳利(1)、小肌(1)

平(縄、佑子)

水域21次

表ゴニ
1~N 志器|杯c、袈
l瓦類|平(縄)

2ISXOOI 

|二七師器|片 (1)

21 SX002 

1須恵器|壷
l土 師探|片

水域25次
NO.19 白色粘土ブロック
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器 f軍 A B 口径 15 正.J l長径 C 。
jニ 血b 36 17.2 3.1+ 

今 ';'lf.c 2 33 2.2+ 

~Iî 血a 3 29 17.4 2.2 14.1 

。 。 4 30 14.4 1.8 ¥1.4 O? 
。 φ 5 28 18.0 1.6 14.3 

" 均:c 6 24 3.6+ 10.4 O? 
大勾;c 7 25 2.1+ 15.0 O? 

" 蓋3 8 19 14.4 2.0 × 
φ 。 9 20 14.6 1.7 O 
~ tィ~a 10 2.5+ O 
。 。 11 27 1.3+ X 

ク 勾;x皿 12 26 IX.X 2.9+ 

今 Iィ、c 13 23 1.2+ 凸.6 O × 

。 。 14 21 1.1+ 8.4 。X 

。 。 15 22 2.2+ 6.9 O × 

18君主ーlょ別表2 土器の計測表

A.脅号 B.l希同骨..'0'・ c.内Jtfのナデの:{i!Rf，
須須忠告3 土・:1".制滞黒・黒色土器

18灰色粘土

.~~ 4童 A B 口径 銭高 !長径 C D 

須 tfc 7 1.6+ 7.5 O 
イシ 杯a 2 ¥0 3.3+ 9.8 O O 
。 乞Fc 3 8 1.9+ 7.3 O 
イシ 均; 4 9 13.0 2.9+ 

イシ Illla 5 ¥1 18.2 1.6 14.8 

。 官在 6 6 IR凸 1.6+ 

今 " 7 5 18.2 !日+ O 
。 ~ 8 4 18.2 1.7+ O 
。 小~a リ 15 12.0 2.6+ 

イシ 短調斎 10 13 13.3 2.7+ 

。 小量i ¥1 14 4.5+ 6.3 

二k rma 12 12 18.5 2.3 14.5 

D.;板状庄痕の有無

単位cm

!? ta !?片山径

器高 I1.定後 ICT瓦1
1.7+ 4.6 I x上ぇ」
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一
径
一
一

一
口
一
一

-、
s
-
1
J
-

-
r
E
-
守

3
-

一

A
-
1
-

i
 

一
一
糸
一:
 

一

-
L
U

一:
 

8
Z型
一
事
-

l

i

 

n
u
-
-

一

X

一
一
一

位
器
一
土
一

l

J

 

1A I B I口径

日
一
一
r

A
一重一

K

I
f
-
t
 

∞
一
一

X

一一
cd-n-w一
千
円

un

l
i
-
-

器商|底径 Ic I D 

I 9.4ー|ー

匡王 守世田器高1A I B In 径

-149-

D C
一
OVA--!

 
-
吋
ノ

;
l
-
の
ヲ

底一一4
 

高一器一径一!
 

「こR
一口

l7 SD 012rl]み

|器極 I A 

|須 中恥L!



別表3 14 SD 001灰白色砂府

チップ材計測表 単1立cm 密号 l王I~証番サ 長 中弘 l]jI 

4 10.3 6.70 0.80 

14 SD ∞1 IVJ茶色砂層 2 5 8.20 4.40 0.80 

議7) 131版番号 長 阪i 厚 3 6 7.70 3.90 0.60 

IR.70 8.90 1.60 4 7 8.50 2.70 1.10 

2 2 18.40 8.10 1.60 5 H 8.30 7.50 1.50 

3 3 15.40 7.10 2.60 6 9 12.60 4.10 0.80 

4 4 17.10 6.10 2.40 7 10 8.80 4.50 0.60 

5 5 28.80 7.90 1.20 日 11 10.10 2.90 1.∞ 

6 6 21.00 4.30 1.40 9 12 4.60 3.30 0.60 

7 7 14.35 7.60 1.50 10 13 15.20 3.60 0.70 

8 8 14.20 6.20 1.20 11 14 13.90 2.70 0.90 

9 9 12.90 5.70 1.90 12 15 15.50 3.90 1.30 

10 10 15.70 3.75 1.85 13 16 9.90 2.65 1.10 

11 11 10.30 3.80 0.70 14 17 11.15 6.85 1.90 

12 12 7.90 4.10 0.55 15 18 5.50 4.30 1.50 

13 13 9.40 3.90 0.70 lfi 19 4.60 2.80 0.60 

14 14 8.90 3.40 1.15 17 20 7.00 3.90 0.80 

15 15 9.50 4.00 0.50 18 21 7.00 2.10 1.35 

16 16 10.20 3.90 2.10 

17 17 15.50 4.40 1.70 

18 18 10.00 7.95 2.05 

17 SX OOIAt主穴b

千寺号 図版番号 長 中日 厚

19 19 15.80 7.65 0.95 
5 12.7 9.0 2.2 

20 20 10.10 6.30 1.20 
2 6 5.5 2.7 0.9 

21 21 9.10 1.80 1.30 
3 7 5.6 3.3 1.0 

22 22 8.60 5.90 2.00 
4 H 4.6 3.9 0.7 

23 23 9.60 4.70 1.30 
5 9 7.7 3.4 1.3 

24 24 12.40 2.80 1.20 
6 10 リ2 3.6 1.3 

25 25 12.80 5∞ 0.90 17SXOOI A' B 
26 26 13.60 3.10 0.65 番号 図版番号 長 申面 lヂ
27 27 9.05 3.10 0.90 55.6 4.2 u 
28 28 7.10 4.55 0.80 2 2 14.8 4.8 2.11 
29 29 5.90 4.95 1.20 3 3 32.2 3.4 3.0 

30 30 7.60 3.80 1.00 4 4 14.0 5.6 3.0 I 
31 31 9.50 5.00 2.50 5 5 14.fi 6.0 2.4 
32 32 11.70 2.70 1.00 6 6 17.0 6.2 6.1 

33 33 10.30 3.60 3.20 7 7 17.9 6.9 3.0 I 
34 34 13.30 12.60 7.30 8 8 8.5 4.7 1.4 

14 SD 001黒灰色粘土層
リ 9.3 5.0 3.6 

番号 図版番号 長 申国 !早
10 10 18.8 7.5 4θl 

18.1 6.0 1.9 
11 11 25.2 3.2 3.0 

ヲ 2 11.1 6.2 1.0 
12 12 15.0 5.0 2.1 i 

3 3 7.3 4.2 1.5 
13 13 12.2 2.3 2.51 

4 4 6.5 4.7 0.9 
14 14 16.4 3.6 。7

5 5 7.7 5.0 1.0 
15 15 8.6 8.2 4.0 I 

6 6 5.6 4.9 1.7 
16 69.1 10.8 5.0 

7 7 13.9 6.4 1.7 
17 17.8 8.4 3.0 

8 8 8.2 3.7 0.6 
18 14.0 8.7 3.2 

9 9 6.4 4.5 1.1 
19 59.6 16.8 7.6 

10 10 6.4 2.6 0.4 
20 46目H 3.1 1.8 

21 8.4 2.1 2.1 

22 18.0 3.5 1.1 
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